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Barman Manual,リリース 3.8.0

％ Barman Manual％ EnterpriseDB UK Limited％ 2023年 8月 31日（3.8.0）

Barman（Backup and Recovery Manager）は、Pythonで記述された PostgreSQLサーバーのディザスターリ
カバリー用のオープンソース管理ツールです。これにより、組織はビジネスクリティカルな環境で複数の
サーバーのリモートバックアップを実行して、リスクを軽減し、復旧フェーズ中に DBAを支援できます。

Barmanは GNU GPL 3の下で配布され、 PostgreSQL project

のプラチナスポンサーである EnterpriseDBによって維持されています。

重要: このマニュアルは、あなたが理論的なディザスターリカバリーの概念に精通しており、物理バック
アップとディザスターリカバリーの観点から PostgreSQLの基礎を理解していることを前提としています。
詳細については、以下のセクション「始める前に」を参照してください。

完璧な世界では、バックアップは必要ありません。ただし、特にビジネス環境では、「不測の事態」が発生
した場合に備えておくことが重要です。データベースシナリオでは、予期せぬ事態は次のいずれかの形を
とる可能性があります。

• データ破損

• システム障害（ハードウェア障害を含む）

• ヒューマンエラー

• 自然災害

このような場合、ICTマネージャーまたは DBAは、インシデントを修正し、可能な限り短時間でデータ
ベースを復旧できるはずです。通常、この規律をディザスターリカバリー、より広義にはビジネス継続性
と呼びます。

ビジネス継続性内では、ウィキペディアで定義されている 2つの基本的なメトリックに精通することが重
要です。

• **Recovery Point Objective (RPO)**：「重大なインシデントにより ITサービスからデータが失われる
可能性のある最大対象期間」

• **Recovery Time Objective (RTO)**：「ビジネス継続性の中断に関連する容認できない結果を回避す
るために、災害（または混乱）後にビジネスプロセスを復元する必要があるターゲット期間とサービ
スレベル」

簡単に言うと、RPOは損失しても許容されるデータの最大量を表し、RTOはサービスに許容できる最大ダ
ウンタイムを表します。

当然のことながら、私たちは皆、RPO=0（「データ損失ゼロ」）および** RTO=0 **（*ダウンタイムゼ
ロ*、ユートピア）を望んでいます-たとえそれが祖母のレシピWebサイトであっても。実際には、慎重な
コスト分析フェーズにより、ビジネス継続性の要件を判断できます。

幸いなことに、Barmanと PostgreSQLで構成されるオープンソーススタックを使用すると、同期ストリー
ミングレプリケーションのおかげで RPO = 0を達成できます。 RTOは、 **repmgr**などの高可用性ソ
リューションの焦点です。したがって、Barmanと repmgrを統合することにより、RTOをほぼゼロに劇的
に削減できます。

1

https://www.pgbarman.org/
https://www.postgresql.org/
https://www.enterprisedb.com/
https://en.wikipedia.org/wiki/Recovery_point_objective
https://en.wikipedia.org/wiki/Recovery_time_objective
https://www.repmgr.org/
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EnterpriseDBでの経験に基づいて、Barmanと repmgrを使用した PostgreSQLオープンソースクラスター
は、適切に構成および監視されている場合、年間で 99.99％以上のアップタイムを簡単に達成できること
を確認できます。

いずれにせよ、実際のツールではなく、災害復旧に関連する文化的側面をより強調することが重要です。
人なくして道具は役に立たない。

Barmanとの私たちの使命は、次のような災害復旧の文化を促進することです。

• バックアップ手順に焦点を当てる

• 回復手順にさらに焦点を当てる

• チームメンバーのための PostgreSQLのクラッシュリカバリ、バックアップ、ポイントインタイムリ
カバリ、およびレプリケーションの強力な理論的および実践的な概念に関する教育とトレーニングに
依存しています

• 手動または自動で、バックアップのテストを促進します（テストされたバックアップのみが有効と見
なされます）（Barmanのフックスクリプトで創造的にしてください！）

• devopsチームのすべてのメンバーによる回復手順の定期的な実践を促進します（はい、システム管
理者や DBAだけでなく、開発者も）

• 3～6か月ごとにチームと定期的にスケジュールされた訓練と災害復旧シミュレーションを要請します

• PostgreSQLと Barmanの継続的な監視に依存しており、異常を迅速に特定できます

さらに、災害が発生したとき（はい、いつ）に備えて自分とチームを準備するためにできる限りのことを
行います。

• それは金曜日の夜になるでしょう、おそらくあなたがオフィスを出ようとしているときです。

• 休暇中（世界一周クルーズの真っ最中）で、他の誰かが対処しなければならないとき。

• ストレスになること間違いなしです。

• 利用可能な最後のバックアップが有効かどうかを確認できないことを後悔するでしょう。

• 回復するのにおよそどれくらい時間がかかるか分からない限り、毎秒が永遠のように思えます。

準備してください、怖がらないで。

2011年、これらの目標を念頭に置いて、2ndQuadrantは Barmanの開発を開始しました。現在、PostgreSQL
の最も使用されているバックアップツールの 1つです。Barmanは「Backup and Recovery Manager」の頭字
語です。

現在、 Barmanは Linuxおよび Unixオペレーティングシステムでのみ動作します。

2
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第1章 Before you start

Barmanの使用を開始する前に、PostgreSQLと、ベースバックアップ、WALアーカイブなどの物理バック
アップ、ポイントインタイムリカバリ、レプリケーションに関する概念に精通することが基本です。

以下に、読むことをお勧めするリソースの非包括的なリストを示します。

PostgreSQLドキュメント：

• SQL Dump1

• File System Level Backup

• Continuous Archiving and Point-in-Time Recovery (PITR)

• Reliability and the Write-Ahead Log

本： PostgreSQL 10 Administration Cookbook

これらのトピックに関する専門的なトレーニングは、これらの概念を学習する別の効果的な方法です。1年
中いつでも、EnterpriseDBなどの PostgreSQL企業が提供する世界中で利用可能な多くのコースを見つける
ことができます。

1 論理バックアップと物理バックアップの違い、したがって pg_dumpと Barman などのツールの違いを知ることが重要です。

https://www.postgresql.org/docs/current/static/backup-dump.html
https://www.postgresql.org/docs/current/static/backup-file.html
https://www.postgresql.org/docs/current/static/continuous-archiving.html
https://www.postgresql.org/docs/current/static/wal.html
https://www.2ndquadrant.com/en/books/postgresql-10-administration-cookbook/
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第2章 Design and architecture

2.1 Barmanをインストールする場所
Barmanの基盤の 1つは、ネットワークを介してデータベースサーバーからリモートで操作する機能です。

理論的には、Barmanサーバーを PostgreSQLサーバーから数千マイル離れた世界の別の場所にあるデータ
センターに置くことができます。現実的には、Barmanサーバーを PostgreSQLサーバーから離れすぎない
ようにして、バックアップとリカバリの両方の時間を制御します。

Barmanをセットアップするための「フリーサイズ」の方法はありませんが、特に従うことをお勧めする推
奨事項がいくつかあります。

• Barmanを専用サーバーにインストール

• PostgreSQLサーバーと同じストレージを共有しないでください

• Barmanを監視インフラストラクチャ ```` [^nagios]``と統合します

• 本番環境に展開する前にすべてをテストします

```` [^nagios]:```` Nagios / Icingaとの統合は、Barmanの最も重要な機能の 1つであり、真の命の恩人である
barman check --nagiosコマンドのおかげで簡単です。

ディザスターリカバリーアーキテクチャのモデリングを開始する合理的な方法は、次のとおりです。

• PostgreSQLと Barmanに関して、次のようないくつかの可能なアーキテクチャを設計します。1.同
じデータセンター 2.同じ大都市圏の異なるデータセンター 3.異なるデータセンター

• 各仮説の長所と短所を詳しく説明する

• 費用対効果分析により、システムの単一障害点（SPOF）を評価します

• あなたの決定を下し、最初の解決策を実装する

そうは言っても、Barmanの非常に一般的なセットアップは、PostgreSQLサーバーがあるのと同じデータ
センターにインストールすることです。この場合、単一障害点はデータセンターです。幸いなことに、こ
のような SPOFの影響は、Barmanが提供する 2つの機能のおかげで軽減できますバックアップ層の数を増
やす:

1. 地理的冗長性（ Barman 2.6で導入）

2. フックスクリプト

地理的冗長性を使用すると、別のデータセンター/アベイラビリティーゾーンにある Barmanインスタンス
を利用して、ソース Barmanサーバーのコンテンツ全体を同期できます。さらにあります：Barmanで地理
的冗長性をグローバルレベルだけでなくサーバーレベルでも構成できることを考えると、一部のサーバー
がローカル PostgreSQLサーバーに直接接続され、他のサーバーがサブセットをバックアップする Barman
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のハイブリッドインストールを作成できますさまざまな Barmanインストールの（クロスサイトバックアッ
プ）。以下の図:raw-latex:`ref{georedundancy-design}`は、2つのアベイラビリティーゾーン（1つはヨーロッ
パ、1つは米国）を示しています。それぞれにプライマリ PostgreSQLサーバーがあります。ローカルの
Barmanインストールでバックアップされ、他の Barmanサーバー（として定義されます）でリレーされま
すパッシブ）rsync / SSHを介した多層バックアップの場合。geo冗長性の詳細については、特定のセクショ
ンを参照してください。

{ width=80% }

代わりにフックスクリプトのおかげで、Barmanのバックアップは、tarを介したテープ、または Amazon
クラウドの S3バケットなどの場所など、さまざまなメディアにエクスポートできます。

決定は永遠ではないことを忘れないでください。この方法で始めて、時間をかけて自分に最適なソリュー
ションに適応できます。ただし、最初はシンプルに保つようにしてください。

2.2 1つのBarman、多くのPostgreSQLサーバー
Barmanによって最初に導入されたもう 1つの関連機能は、マルチプルサーバーのサポートです。Barman
は、バージョンが異なる場合でも、複数の PostgreSQLインスタンスからのバックアップデータを一元的に
保存できます。[^recver]

```` ^recverセクション「リカバリーの要件」で詳しく説明されているように、リカバリーに適用されます。

その結果、複雑なディザスターリカバリーアーキテクチャをモデル化し、PostgreSQLサーバーが中央の
Barmanサーバーを中心に回転する「スタースキーマ」を形成できます。

すべてのアーキテクチャは、独自の方法で理にかなっています。実際の実験とテストに基づいて、あなた
と共鳴するものを選択してください。最も重要なことは、信頼できるものを選択してください。

これ以降、簡単にするために、このガイドでは基本的なアーキテクチャを想定します。

• 1つの PostgreSQLインスタンス（ホスト名 pg）

• Barmanを備えた 1つのバックアップサーバー（ホスト名 backup）

6 第 2章 Design and architecture

https://www.postgresql.org/docs/current/static/warm-standby.html#STANDBY-PLANNING
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2.3 ストリーミングバックアップと rsync / SSH

Barmanは、SSHをトランスポートメカニズムとして使用する Rsync、または PostgreSQLのストリーミン
グレプリケーションプロトコルを使用する pg_basebackupを使用してバックアップを取得できます。

これら 2つの方法のいずれかを選択することはあなたがする必要がある決定ですが、一般的な使用法では、
現在サポートされているすべてのバージョンの PostgreSQLでストリーミングレプリケーションを使用する
ことをお勧めします。

重要: Barmanは透過的に `pg_basebackup`を利用するため、増分バックアップ、並列バックアップ、重複
排除などの機能は現在利用できません。この場合、帯域幅制限にはいくつかの制限があります-rsyncを介
した従来の方法と比較して。

pg_basebackupの制限が発生するすべての場合（たとえば、増分バックアップと重複排除のメリットを享
受できる非常に大規模なデータベース）には、rsync /SSHを使用したバックアップをお勧めします。

ストリーミングバックアップをお勧めする理由は、私たちの経験に基づくと、従来のバックアップよりもセッ
トアップが簡単だからです。また、ストリーミングバックアップを使用すると、Windows1,で PostgreSQL
サーバーをバックアップでき、Dockerでの作業が簡単になります。

2.4 Barman WALアーカイブ
PostgreSQLバックアップの回復は、トランザクションログ（xlogまたはWALファイルとも呼ばれます）
の再生に依存しています。したがって、WALファイルは Barmanによってベースバックアップと一緒に保
存され、リカバリ時に利用できるようにすることが不可欠です。これは、WALストリーミングまたは標準
のWALアーカイブを使用して、WALを BarmanのWALアーカイブにコピーすることで達成できます。

WALストリーミングでは、レプリケーションスロットを使用して pg_receivewalを使用して PostgreSQL
サーバーからWALファイルをストリーミングします。WALストリーミングはデータ損失のリスクを軽
減し、RPOをゼロ近くまで下げることができます。PostgreSQLクラスターに Barmanを同期WALレシー
バーとして追加し、ゼロデータ損失（RPO = 0）を達成することもできます。

Barmanは、PostgreSQLの archive_commandを使用して達成される標準のWALファイルアーカイブもサ
ポートしています（rsync /SSHを介して、または barman-cliパッケージの barman-wal-archiveを介し
て）。この方法では、PostgreSQLが新しいWALファイルに切り替わった場合にのみWALファイルがアー
カイブされます。簡単にするために、これは通常 16MB相当のデータ変更ごとに発生します。

WALストリーミングまたはWALアーカイブのいずれかが設定されていることが必須です。オプション
で、WALストリーミングと標準のWALアーカイブの両方を構成することが可能です。そのような場合、
Barmanは自動的に着信WALの重複を排除します。これによりフォールバックメカニズムが提供されるた
め、WALストリーミングが失敗した場合でもWALが Barmanのアーカイブにコピーされます。

一般的な使用方法では、WALストリーミングのみを構成することをお勧めします。

1 Windows上の PostgreSQLサーバーのバックアップは可能ですが、まだ継続的インテグレーションシステムの一部ではないため、
まだ実験的です。詳細については、セクション「Windows ベースのサーバーのセットアップ方法」を参照してください。

2.3. ストリーミングバックアップと rsync / SSH 7
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注釈: Barmanの以前のバージョンは、WALアーカイブとWALストリーミングの両方を使用することを
推奨していました。これは、9.4より古い PostreSQLバージョンがレプリケーションスロットをサポートし
ていなかったため、WALストリーミングだけではすべてのWALが BarmanのWALアーカイブに安全に
保存されることを保証できなかったためです。 PostgreSQLのサポートされているすべてのバージョンには
レプリケーションスロットがあるため、WALストリーミングのみを構成すれば十分です。

2.5 バックアップの 2つの一般的なシナリオ
作業を楽にするために、以下に、Barmanの特定の PostgreSQLサーバーの 2つの最も一般的なシナリオを
要約します。

これは、Barmanでバックアップすることを決定したすべてのサーバーに対して行う必要がある決定である
ことに注意してください。これは、同じインストール内で異種のセットアップを使用できることを意味し
ます。

前述のように、PostgreSQLサーバー（pg）と Barmanサーバー（backup）についてのみ心配します。た
だし、実際には、アーキテクチャには repmgr、pgBouncer、Nagios / Icingaなどの他のテクノロジーが含ま
れる可能性が最も高いでしょう。

2.5.1 シナリオ 1：ストリーミングプロトコルを介したバックアップ

ほとんどのユースケースでは、ストリーミングバックアップインストールをお勧めします。以下の図:raw-
latex:`ref{scenario1-design}`を参照してください。

{ width=80% }

このシナリオでは、以下を構成する必要があります。

1.管理、調整、および監視を目的とした PostgreSQLへの標準接続

2. pg_basebackup（ベースバックアップ操作用）と pg_receivewal（WALストリーミング用）の両
方で使用されるストリーミングレプリケーション接続

Barmanの用語では、このセットアップはバックアップとアーカイブの操作に SSH接続を使用しないため、
ストリーミング専用のセットアップと呼ばれます。これは、Docker環境に特に適しており、非常に実用的
です。

Barman WALアーカイブで説明したように、

8 第 2章 Design and architecture
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WAL ストリーミングに加えて、SSH 経由で WAL アーカイブを構成できます。以下の図:raw-
latex:`ref{scenario1b-design}`を参照してください。

{ width=80% }

SSH経由のWALアーカイブには以下が必要です。

• PostgreSQLサーバーの postgresユーザーが Barmanサーバーに barmanユーザーとして接続できる
ようにする追加の SSH接続

• PostgreSQLの archive_commandは、WALファイルを Barmanに出荷するように構成されます

2.5.2 シナリオ 2：rsync /SSH経由のバックアップ

次の機能が必要な場合、 rsync /SSHバックアップインストールが必要です。

• ファイルレベルの増分バックアップ

• パラレルバックアップ

• テーブルスペースごとを含む、帯域幅使用量のより細かい制御

{ width=80% }

2.5. バックアップの 2つの一般的なシナリオ 9
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このシナリオでは、以下を構成する必要があります。

1.管理、調整、および監視を目的とした PostgreSQLへの標準接続

2. Barmanサーバーの barmanユーザーが PostgreSQLサーバーの postgresユーザーとして接続できる
ようにする rsyncが使用するベースバックアップ操作用の SSH接続

3. PostgreSQLのarchive_commandが使用するWALアーカイブ用のSSH接続。これにより、PostgreSQL
サーバーの postgresユーザーが Barmanサーバーの barmanユーザーとして接続できます。

ステップ 3でWALアーカイブを構成する代わりに、シナリオ 1：ストリーミングプロトコルを介したバッ
クアップで説明されているようにWALストリーミングを構成できます。これにより、archive_command

の代わりにストリーミングレプリケーション接続が使用され、RPOが大幅に削減されます。

シナリオ 1：ストリーミングプロトコルを介したバックアップ と同様に、以下の図:raw-
latex:`ref{scenario2b-design}`に示すように、WAL ストリーミングと WAL アーカイブの両方
を構成することもできます。

{ width=80% }

10 第 2章 Design and architecture
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第3章 System requirements

Linux/Unix Python >= 3.6 Pythonモジュール：

• argcomplete

• psycopg2 >= 2.4.2

• python-dateutil

• setuptools

PostgreSQL >= 10（次のバージョンには PostgreSQL >= 11が必要です） rsync >= 3.0.4（オプション）

重要: RedHat Enterprise Linux、CentOS、および Scientific Linuxのユーザーは、 Extra Packages Enterprise
Linux (EPEL) repositoryをインストールする必要があります。

注釈: Python 2.6および 3.5のサポートは中止されました。 Python 2.7のサポートは Barman 3.4.Xバー
ジョンに制限されており、バグ修正のみが行われます。近日中に中止とさせていただきます。 Python 3.6
のサポートは、将来のリリースで廃止されます。 PostgreSQL < 10のサポートは、 Barman 3.0.0以降で廃
止されました。 PostgreSQL 10のサポートは、 Barman 3.5.0後に中止されます。

3.1 バックアップの要件
Barmanサーバーの最も重要な要件は、使用可能なディスク容量です。クラスターのサイズ、1日に生成さ
れるWALファイルの数、バックアップの頻度、および保持ポリシーに基づいて、必要なディスク領域を
計画することをお勧めします。

Barmanの開発者は、XFSと ext4で Barmanを定期的にテストしています。
PostgreSQLと同様に、 Barmanは NFSに対して特別なことは何もしません。

Barmanを NFSで安全に使用するには、次の点が必要です。

• barman_lock_directoryは非ネットワークファイルシステム上にある必要があります。

• NFSプロトコルのバージョン 4を使用します。

*ファイルシステムは、ハードおよび同期オプション（hard,sync）を使用してマウントする必要があり
ます。

https://fedoraproject.org/wiki/EPEL
https://fedoraproject.org/wiki/EPEL
https://www.postgresql.org/docs/current/creating-cluster.html#CREATING-CLUSTER-FILESYSTEM
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3.2 回復の要件
Barmanを使用すると、ローカル（Barmanが存在する場所）またはリモート（別のサーバー上）で PostgreSQL
インスタンスを回復できます。

リモートリカバリは、間違いなく Barmanで PostgreSQLサーバーを復元する最も一般的な方法です。

いずれにせよ、同じ requirements for PostgreSQL's Log shipping and Point-In-Time-Recovery apply：

• 同一のハードウェアアーキテクチャ

• PostgreSQLの同一のメジャーバージョン

一般に、メンテナンスがより簡単であるため、元のサーバーと同じではないにしても、できるだけ似た回
復環境を作成することを強くお勧めします。たとえば、同じオペレーティングシステム、同じ PostgreSQL
バージョン、同じディスクレイアウトなどを使用することをお勧めします。

さらに、各 PostgreSQLサーバーの専用復旧環境は、オンデマンドであっても、チームでディザスターリカ
バリー文化を育むことができます。復旧作業を練習し、慣れることで、不測の事態が発生した場合に備え
ることができます。

私たちの経験に基づいて、指定された復旧環境は実際の障害状況でのストレスの影響を軽減し、したがっ
て復旧操作の有効性を高めます。

最後に、NTPなどを使用して、サーバー間で時刻を同期することが重要です。

12 第 3章 System requirements

https://www.postgresql.org/docs/current/static/warm-standby.html#STANDBY-PLANNING
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第4章 Installation

Barmanの公式パッケージは、Barman downloads pageにリストされているリポジトリを介して EnterpriseDB
によって配布されます。

これらのパッケージは、ターゲットオペレーティングシステムが提供するデフォルトの python3バージョ
ンを使用します。代替の python3バージョンが必要な場合は、ソースから Barmanをインストールする必
要があります。

重要: Barmanをインストールする推奨される方法は、GNU / Linuxディストリビューションで利用可能な
パッケージを使用することです。

4.1 RPMパッケージを使用したRed Hat Enterprise Linux（RHEL）お
よびRHELベースのシステムへのインストール

Barmanは、RHEL8およびRHEL7システムでRPMパッケージを使用して、RHEL派生物のAlmaLinux、Oracle
Linux、および Rocky Linuxの同一バージョンにインストールできます。事前に Extra Packages Enterprise
Linux（EPEL）リポジトリと PostgreSQL Global Development Group RPM repositoryをインストールする必
要があります。

Barmanの公式 RPMパッケージは、そのWebサイトにある指示に従って、EnterpriseDBから Yumを介し
て public RPM repositoryを介して配布されます。

次に、 rootとして次のように入力するだけです。

yum install barman

EDBおよび PGDGリポジトリで利用可能な Barmanパッケージに加えて、Fedoraプロジェクトによって公
開された Barman RPMは EPELで見つけることができます。これらの RPMは Barman開発者によって維
持されておらず、PGDGおよび EDBリポジトリで利用可能なパッケージとは異なる構成レイアウトを使用
します。

• EDBおよび PGDGパッケージは、メイン構成ファイルとして/etc/barman.confを使用し、追加の
構成ファイルとして/etc/barman.dを使用します。

• Fedoraパッケージは、メイン構成ファイルとして/etc/barman/barman.confを使用し、追加の構成
ファイルとして/etc/barman/conf.dを使用します。

構成ファイルのレイアウトの違いは、EPELと EPEL以外の Barmanパッケージ間のアップグレードによ
り、構成ファイルが手動で更新されるまで既存の Barmanインストールが壊れる可能性があることを意味

https://pgbarman.org/downloads/
https://yum.postgresql.org/
https://rpm.2ndquadrant.com/
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します。したがって、Barmanパッケージには単一のソースリポジトリを使用することをお勧めします。こ
れは、Barmanパッケージを取得しないリポジトリの定義に次の行を追加することで実現できます。

exclude=barman *python* -barman

具体的には：

• EDBリポジトリの Barmanパッケージのみを使用するには、上記の excludeディレクティブを/etc/

yum.repos.d/epel.repoおよび/etc/yum.repos.d/pgdg-*.repoのリポジトリ定義に追加します。

• PGDGリポジトリの Barmanパッケージのみを使用するには、上記の excludeディレクティブを/etc/

yum.repos.d/epel.repo および/etc/yum.repos.d/enterprisedb*.repo のリポジトリ定義に追
加します。

• EPELリポジトリの Barmanパッケージのみを使用するには、上記の excludeディレクティブを/etc/

yum.repos.d/pgdg- *.repoおよび/etc/yum.repos.d/enterprisedb* .repoのリポジトリ定義
に追加します。

4.2 パッケージを使用したDebian / Ubuntuへのインストール
Barmanは、パッケージを使用して Debianおよび Ubuntu Linuxシステムにインストールできます。

Debianおよび Ubuntuの公式リポジトリで直接利用できますが、これらのリポジトリには利用可能な最新
バージョンが含まれていない場合があります。Barmanの最新バージョンが必要な場合、推奨される方法
は、次の両方のリポジトリをインストールすることです。

• Public APT repository、 Barman開発者が直接維持

• PostgreSQL Community APT repository、 APT section of the PostgreSQL Wikiの指示に従って

注釈: Barman開発者が PostgreSQL Community APTリポジトリプロジェクトに直接関与したおかげで、
Barmanの最新バージョンにいつでもアクセスできます。

Barmanのインストールは簡単です。 rootユーザーとして次のように入力するだけです。

apt-get install barman

4.3 パッケージを使用したSLESへのインストール
Barmanは、 PGDG SLES repositoriesで利用可能なパッケージを使用して SLESシステムにインストール
できます。

PGDG site

で利用可能な指示に従って、必要なリポジトリをインストールします。

サポートされている SLESバージョン：SLES 15 SP3。
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必要なリポジトリがインストールされたら、 rootユーザーとして Barmanをインストールできます。

zypper install barman

4.4 ソースからのインストール

警告: ソースからのBarmanの手動インストールは、専門のGNU / Linuxユーザーのみが実行してくださ
い。この方法でBarmanをインストールするには、依存関係管理、barmanユーザーの作成、barman.conf
ファイルの構成、barman cronコマンドの cronセットアップ、ログ管理などのシステム管理アクティ
ビティが必要です。

backupサーバーで barmanというシステムユーザーを作成します。barmanユーザーとして、ソースをダ
ウンロードして解凍します。

システム全体のインストールの場合、次のように入力します。

barman@backup$ ./setup.py build

# run this command with root privileges or through sudo

barman@backup# ./setup.py install

ローカルインストールの場合、次のように入力します。

barman@backup$ ./setup.py install --user

barmanアプリケーションがユーザーディレクトリ（ make sure that your `PATH environment variable is set
properly <https://docs.python.org/3/install/index.html#alternate-installation-the-user-scheme>`_）にインストー
ルされます。

Barman is also available on the Python Package Index (PyPI)であり、pipを介してインストール
できます。

4.5 PostgreSQLクライアント/サーバーバイナリ
次の Barman機能は、PostgreSQLバイナリに依存しています。

• backup_method = postgresを使用したストリーミングバックアップと rsync / SSH（pg_basebackup

が必要）

• streaming_archiver = on を使用した Streaming WAL archiving （pg_receivewal または
pg_receivexlogが必要）

• barman verify-backupを使用した Verifying backups（pg_verifybackupが必要）

ターゲット OSに応じて、これらのバイナリは PostgreSQLクライアントまたはサーバーパッケージでイン
ストールされます。

4.4. ソースからのインストール 15
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RedHat/CentOS および SLES の場合： pg_basebackup および pg_receivewal /pg_receivexlog バイ
ナリは、PostgreSQL クライアントパッケージとともにインストールされます。``pg_verifybackup``バイ
ナリは、PostgreSQL サーバーパッケージとともにインストールされます。すべてのバイナリは/usr/

pgsql-${PG_MAJOR_VERSION}/binにインストールされます。

Debian/Ubuntuの場合：すべてのバイナリは PostgreSQLクライアントパッケージとともにインストールさ
れます。*バイナリは/usr/lib/postgresql/${PG_MAJOR_VERSION}/binにインストールされます。

次のいずれかを保証する必要があります。

1. Barmanユーザーは、そのパスに適切な PG_MAJOR_VERSIONの binディレクトリを持っている、ま
たは：

2. path_prefixオプションは、各サーバーの Barman構成で設定され、適切な PG_MAJOR_VERSIONの bin

ディレクトリを指します。

上記のバイナリに加えて、（https://www.postgresql.org/docs/current/app-psql.html）[psql]プログラムをお勧
めします。Barmanは直接使用しませんが、ドキュメントには、PostgreSQL接続が意図したとおりに機能
していることを確認するために使用する方法の例が記載されています。psqlバイナリは、PostgreSQLク
ライアントパッケージにあります。

4.5.1 サードパーティの PostgreSQLバリアント

サードパーティの PostgreSQLバリアントのバックアップとリカバリに Barmanを使用している場合は、上
記の PGDGクライアント/サーバーバイナリがバリアントと互換性があるかどうかを確認する必要があり
ます。互換性がない場合は、適切なパッケージから互換性のある代替をインストールする必要があります。

16 第 4章 Installation
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第5章 Upgrading Barman

Barmanはトランクベースの開発パラダイムに従っているため、安定したバージョンは最新の 1つだけで
す。コミットするたびに、Barmanは、サポートされている PostgreSQLバージョンおよびサポートされて
いる各 Linuxディストリビューションに対して、数千の自動テストを実行します。

また、すべてのバージョンは以前のバージョンと互換性があります。したがって、Barmanをアップグレー
ドするには、通常、 yum updateまたは apt updateを使用してパッケージを簡単に更新する必要があり
ます。

ただし、開発履歴には次の例外があり、構成に小さな変更が必要でした。

5.1 Barman 3.0.0へのアップグレード

5.1.1 Rsyncバックアップのデフォルトのバックアップアプローチが並行になりました

backup_options で concurrent_backup も exclusive_backup も指定されていない場合、Barmanは同
時バックアップを使用するようになりました。これは、デフォルトで排他バックアップを使用する以前の
Barmanバージョンとは異なります。

排他的バックアップが必要な場合は、Barman構成で exclusive_backupを backup_optionsに追加する
必要があります。

PostgreSQL 15に対して実行する場合、排他的バックアップはまったくサポートされないことに注意してく
ださい。

5.1.2 メタデータの変更

compression という名前の新しいフィールドが、バージョン 3.0.0 で取られたすべてのバックアップの
backup.infoファイルに保存されているメタデータに追加されます。これは、pg_basebackupの組み込み
の圧縮機能を使用して作成されたバックアップから回復するときに使用されます。

このフィールドがあるということは、 Barmanの以前のバージョンでは Barman 3.0.0で作成されたバック
アップを読み取ることができないことを意味します。これは、Barman 3.0.0から以前のバージョンにダウ
ングレードする場合、3.0.0で取得したバックアップを手動で削除するか、各バックアップの backup.info

ファイルを編集して compressionフィールドを削除する必要があることを意味します。

同じメタデータの変更が（https://github.com/EnterpriseDB/pg-backup-api）[pg-backup-api]に影響するため、
pg-backup-apiを使用している場合はバージョン 0.2.0に更新する必要があります。

https://github.com/EnterpriseDB/pg-backup-api
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5.2 Barman 2.10からのアップグレード
barman-cloud-wal-archiveまたは barman-cloud-backupを使用している場合、バージョン 2.11から、
すべてのクラウドユーティリティが新しい barman-cli-cloudパッケージに移動されたことに注意する必
要があります。したがって、最新バージョンへのアップグレードの一環として、barman-cli-cloudパッ
ケージが適切にインストールされていることを確認する必要があります。上記のツールを使用していない
場合は、通常どおり最新バージョンにアップグレードできます。

5.3 Barman 2.Xからのアップグレード（2.8より前）
Barman 2.7以前のバージョンからアップグレードする前に、プライマリサーバーで rsyncバックアップ方法を
使用するユーザーは、backup_optionsをBarman（PostgreSQL 9.6以降に推奨）または exclusive_backup

（現在のデフォルト）のいずれかに明示的に設定する必要があります。。

5.4 Barman 1.Xからのアップグレード
Barmanインストールが 1.Xの場合、アーカイブ戦略を明示的に構成する必要があります。以前は、archiver
によって制御されるファイルベースのアーカイバーはデフォルトで有効になっていました。

Barmanインストールを最新バージョンにアップグレードする前に、次の行をグローバルに、またはそれを
必要とするサーバーに追加してください。

archiver = on

さらに、いくつかのリリースでは、Barmanは明示的にアーカイブ戦略を設定していないサーバーで archiver

= onを透過的に設定し、警告を出力します。

18 第 5章 Upgrading Barman
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第6章 Configuration

Barmanには 2種類の構成ファイルがあります。

• グローバル/一般的な構成

• サーバー構成

メイン構成ファイル（デフォルトで/etc/barman.confに設定）には、メインディレクトリ、システムユー
ザー、ログファイルなどの一般オプションが含まれています。

Barmanによってバックアップされるサーバーごとに 1つのサーバー構成ファイルは、/etc/barman.dディ
レクトリにあり、 .confサフィックスが必要です。

重要: :歴史的な理由から、グローバルオプションとサーバーオプションの両方を含む 1つの構成ファイ
ルを引き続き使用できます。ただし、メンテナンス上の理由から、このアプローチは非推奨です。

Barmanの構成ファイルは INI形式に従います。

構成ファイルは、異なるタイプのパラメーターを受け入れます。

• 文字列

• 列挙型

• 整数

• boolean、on/true/1は受け入れられ、off/false/0も受け入れられます。

それらのどれも引用する必要はありません。

注：一部の enumは offを許可しますが、falseは許可しません。

6.1 オプションのスコープ
すべての構成オプションにはスコープがあります。

• グローバル

• サーバー

• global/server：一般的にグローバルレベルで設定できるサーバーオプション

Generalセクションでは、グローバルオプションを使用できます。Generalセクションは、INIファイルで
[barman]ラベルで識別されます。
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[barman]

; ... global and global/server options go here

サーバーオプションは、構成ファイル内の角括弧で囲まれた行で識別されるサーバーセクションでのみ指
定できます（[および]）。serverセクションは、そのサーバーの IDを Barmanで表します。次の例では、
pgという名前のサーバーのセクションを指定します。

[pg]

; Configuration options for the

; server named pg go here

Barmanでサーバー名として使用できない予約語が 2つあります。

• barman：グローバルセクションの識別子

• all：Barmanが管理するすべてのサーバーでいくつかのコマンドを順番に実行できる便利なショー
トカット

Barmanは、柔軟性を失うことなく構成に必要なオプションの数を削減しようとする構成よりも規約のデ
ザインパラダイムを実装します。したがって、一部のサーバーオプションはグローバルレベルで定義し、
サーバーレベルでオーバーライドできるため、ユーザーは一般的な動作を指定し、1つ以上のサーバーに
対して調整できます。これらのオプションには、グローバル/サーバースコープがあります。

利用可能なすべての構成とそのスコープのリストについては、 section 5 of the 'man' pageを参照してくだ
さい。

man 5 barman

6.2 構成例
以下は、メイン構成ファイルの基本的な例です。

[barman]

barman_user = barman

configuration_files_directory = /etc/barman.d

barman_home = /var/lib/barman

log_file = /var/log/barman/barman.log

log_level = INFO

compression = gzip

一方、以下の例は、ストリーミングバックアップを使用するサーバー構成ファイルです。

[streaming-pg]

description = "Example of PostgreSQL Database (Streaming-Only)"

conninfo = host=pg user=barman dbname=postgres

streaming_conninfo = host=pg user=streaming_barman

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

backup_method = postgres

streaming_archiver = on

slot_name = barman

次のコードは、 rsync /SSHを使用した従来のバックアップの基本的な例を示しています。

[ssh-pg]

description = "Example of PostgreSQL Database (via Ssh)"

ssh_command = ssh postgres@pg

conninfo = host=pg user=barman dbname=postgres

backup_method = rsync

parallel_jobs = 1

reuse_backup = link

archiver = on

詳細については、配布された barman.conf ファイル、および ssh-server.conf-template および
streaming-server.conf-templateテンプレートファイルを参照してください。

6.2. 構成例 21
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第7章 Setup of a new server in Barman

「デザインとアーキテクチャ」セクションで述べたように、次の規則を使用します。

• PostgreSQLがインストールされているサーバー IDとホスト名として pg

• Barmanがいるホスト名として backup

• backup サーバーで Barman を実行しているユーザーとしての barman （構成のパラメーター
barman_userで識別）

• pgサーバーで PostgreSQLを実行しているユーザーとしての postgres

重要: Barmanのサーバーは、バックアップおよび回復可能性の履歴全体（つまり、同じシステム識別子）
に対して同じ PostgreSQLインスタンスを参照する必要があります。これは、インスタンスのアップグレー
ドを実行する場合（たとえば `pg_upgrade`を使用して、Barmanで同じサーバー定義を再利用しないでく
ださい。共通点がないため、別のサーバー定義を使用します。
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第8章 事前準備

このセクションには、Barmanで PostgreSQLサーバーをセットアップする前に行う必要があるいくつかの
準備手順が含まれています。

重要: 続行する前に、「設計とアーキテクチャ」セクションで概説されているように、WALアーカイブと
バックアップ戦略の観点から決定を下すことが重要です。特に、使用するWALアーカイブ方法とバック
アップ方法を決定する必要があります。

8.1 PostgreSQL接続
backupサーバーが pg上の PostgreSQLサーバーにスーパーユーザーとして接続できること、または正し
い特権セットがデータベースに接続するユーザーに付与されていることを確認する必要があります。

次のように、PostgreSQLに barmanという名前の特定のスーパーユーザーを作成できます。

postgres@pg$ createuser -s -P barman

または、次のように、必要な特権セットを持つ通常のユーザーを作成します。

postgres@pg$ createuser -P barman

GRANT EXECUTE ON FUNCTION pg_start_backup(text, boolean, boolean) to barman;

GRANT EXECUTE ON FUNCTION pg_stop_backup() to barman;

GRANT EXECUTE ON FUNCTION pg_stop_backup(boolean, boolean) to barman;

GRANT EXECUTE ON FUNCTION pg_switch_wal() to barman;

GRANT EXECUTE ON FUNCTION pg_create_restore_point(text) to barman;

GRANT pg_read_all_settings TO barman;

GRANT pg_read_all_stats TO barman;

PostgreSQL 15 ベータ版およびそれ以降の PostgreSQL バージョンでは、関数 pg_start_backup および
pg_stop_backupの名前が変更され、シグネチャが異なります。したがって、上記のブロックの最初の 3
行を次のように置き換える必要があります。

GRANT EXECUTE ON FUNCTION pg_backup_start(text, boolean) to barman;

GRANT EXECUTE ON FUNCTION pg_backup_stop(boolean) to barman;
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実際のスーパーユーザーなしでは、 barman switch-walコマンドの--forceオプションは機能しないこ
とに注意してください。

重要: 上記の `createuser`コマンドはパスワードの入力を求めます。その後、パスワードを `backup`サー
バー上の `~barman/.pgpass`ファイルに追加するように勧められます。詳細については、 The Password File
を参照してください。

この接続は、Barmanがサーバーとのアクティビティを調整するため、およびモニタリングのために必要
です。

PostgreSQLが提供するクライアント認証方法の中から、お好みのクライアント認証方法を選択できます。
詳細については、

Client Authenticationを参照してください。

backupホストが pgホスト上の PostgreSQLに接続できることを確認するには、 backupホストで barman
ユーザーとして次のコマンドを実行します。

barman@backup$ psql -c SELECT version() -U barman -h pg postgres

上記の情報（ユーザー名、ホスト名、データベース名）を書き留めて、後で保管します。この例のように、
サーバー構成の conninfoオプションで必要になります。

[pg]

; ...

conninfo = host=pg user=barman dbname=postgres application_name=myapp

注釈: application_nameはオプションです。

8.2 PostgreSQL WALアーカイブとレプリケーション
続行する前に、Barmanサーバーからのストリーミングレプリケーション接続を受け入れるように、pgで
PostgreSQLを適切に構成する必要があります。PostgreSQLドキュメントの次のセクションをお読みくだ
さい。

• Role attributes

• The pg_hba.conf file

• Setting up standby servers using streaming replication

非常に重要な構成パラメーターの 1つは、 wal_levelパラメーターです。このパラメーターは、バック
アップの一貫性を保つために必要なすべての有用な情報がトランザクションログファイルに含まれるよう
に構成する必要があります。

wal_level = replica|logical
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構成を更新するために PostgreSQLサーバーを再起動します。

8.3 PostgreSQLストリーミング接続
WALストリーミングまたはストリーミングバックアップを使用する予定がある場合は、ストリーミング接
続をセットアップする必要があります。次のように、PostgreSQLに streaming_barmanという名前の特定
のユーザーを作成することをお勧めします。

postgres@pg$ createuser -P --replication streaming_barman

重要: 上記のコマンドはパスワードの入力を求めます。その後、パスワードを `backup` サーバー上の
`~barman/.pgpass`ファイルに追加するように勧められます。詳細については、 The Password Fileを参照し
てください。

次のコマンドを使用して、ストリーミング接続が機能することを手動で確認できます。

barman@backup$ psql -U streaming_barman -h pg \

-c "IDENTIFY_SYSTEM" \

replication=1

接続が機能している場合、システム識別子、現在のタイムライン ID、および現在のWALフラッシュ場所
を含む応答が表示されます。例：

systemid | timeline | xlogpos | dbname

- --------------------+----------+------------+--------

7139870358166741016 | 1 | 1/330000D8 |

(1 row)

重要: 先に進む前に、ストリーミングレプリケーションを介して接続できることを確認してください。

PostgreSQL構成ファイルで max_wal_sendersパラメーターを構成する必要もあります。WAL送信者の数
は、実装した PostgreSQLアーキテクチャによって異なります。この例では、2に設定しています。

max_wal_senders = 2

このオプションは、サーバーが管理できる同時ストリーミング接続の最大数を表します。

もう 1つの重要なパラメーターは max_replication_slotsです。これは、サーバーが管理できるレプリ
ケーションスロット ```` [^replslot94]``の最大数を表します。このパラメーターは、ストリーミング接続を
使用してストリーミング接続を介してWALファイルを受信することを計画している場合に必要です。

max_replication_slots = 2
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```` [^replslot94]:```` PostgreSQL 9.4でレプリケーションスロットが導入されました。詳細については、「WAL
ストリーミング/レプリケーションスロット」セクションを参照してください。

max_replication_slots および max_wal_senders に対して提案された値は例として考慮する必要があ
り、実際のセットアップで使用する値は、アーキテクチャを慎重に評価した後に選択する必要があります。
ガイドラインと説明については、PostgreSQLのドキュメントを参照してください。

8.4 SSH接続
SSHは、プロトコルおよびツールのセットであり、リモートサーバーへのリモートシェルを開き、サーバー
とローカルシステム間でファイルをコピーできます。Digital Oceanによる記事 SSH Essentialsで、SSHの
使用に関する詳細なドキュメントを見つけることができます。

SSHキー交換は、異なるマシン上のユーザー間の安全なパスワードレス接続を実装するために使用される
非常に一般的な方法であり、WALアーカイブとバックアップに rsyncを使用する必要があります。

注釈: トランザクションログのアーカイブと PostgreSQLサーバーのバックアップのみにストリーミング
接続を使用する予定がある場合、この手順は必要ありません。

[ssh_essentials]：https://www.digitalocean.com/community/tutorials/ssh-essentials-working-with-ssh-servers-clients-and-keys

8.5 postgresユーザーのSSH構成
以前に行ったことがない限り、PostgreSQLユーザーの SSHキーを作成する必要があります。pgホストに
postgresとしてログインし、次を入力します。

postgres@pg$ ssh-keygen -t rsa

このキーは、パスワードを入力せずにホストから接続するために使用する必要があるため、キーペアの作
成中にパスフレーズを入力しないでください。

8.6 barmanユーザーのSSH構成
前の段落のように、Barmanユーザーの SSHキーを作成する必要があります。backupホストに barmanと
してログインし、次を入力します。

barman@backup$ ssh-keygen -t rsa

同じ理由で、パスフレーズは入力しないでください。
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8.7 PostgreSQLからBarmanへ
archive_command設定を使用してWALファイルを正しくアーカイブするには、PostgreSQLサーバーから
バックアップサーバーへの SSH接続が必要です。

PostgreSQLサーバーからバックアップサーバーに正常に接続するには、PostgreSQL公開キーを barmanユー
ザーのバックアップサーバーの承認済みキーに構成する必要があります。

承認される公開鍵は、 postgresユーザーのホームディレクトリ内の.ssh/id_rsa.pubという名前のファ
イルに保存され、その内容は、バックアップサーバーの barmanユーザーのホームディレクトリ内の.ssh/

authorized_keysという名前のファイルに含まれる必要があります。 authorized_keysファイルが存在
しない場合は、 600をパーミッションとして使用して作成します。

SSHキーペアの交換が正常に完了した場合、次のコマンドは出力なしで成功します。

postgres@pg$ ssh barman@backup -C true

archive_command構成パラメーターの値については、「archiveコマンドによるWALアーカイブセクショ
ン」で説明します。

8.8 BarmanからPostgreSQLへ
バックアップサーバーと PostgreSQLサーバー間の SSH接続は、rsyncを介した従来のバックアップに使
用されます。PostgreSQLサーバーからバックアップサーバーへの接続と同様に、PostgreSQLサーバーで
postgresユーザーのバックアップサーバーの公開鍵を承認する必要があります。

barmanサーバーの.ssh/id_rsa.pubファイルの内容は、PostgreSQLサーバーの.ssh/authorized_keys

という名前のファイルに配置する必要があります。そのファイルの権限は 600である必要があります。

キーペアの交換が正常に完了した場合、次のコマンドは出力なしで成功するはずです。

barman@backup$ ssh postgres@pg -C true
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第9章 サーバー構成ファイル

/etc/barman.dディレクトリに、次の内容で pg.confという新しいファイルを作成します。

[pg]

description = "Our main PostgreSQL server"

conninfo = host=pg user=barman dbname=postgres

backup_method = postgres

# backup_method = rsync

conninfoオプションは、セクション_「準備ステップ：PostgreSQL接続」_に従って設定されます。

backup_methodオプションの意味については、このガイドのバックアップセクションで説明します。

WALアーカイブにストリーミング接続を使用するか、サーバーのバックアップを作成する予定がある場合
は、サーバー構成ファイルに streaming_conninfoパラメーターも必要です。

streaming_conninfo = host=pg user=streaming_barman dbname=postgres

この値は、セクション「準備手順: PostgreSQL接続」の説明に従って、適宜選択する必要があります。
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第10章 WALストリーミング

Barmanは、ユーザーが標準の archive_command戦略に加えて、PostgreSQLサーバーからの継続的なWAL
ストリーミングを追加できるようにすることにより、目標復旧時点（RPO）を削減できます。

Barmanは pg_receivewalに依存しており、ネイティブのストリーミングレプリケーションプロトコルを悪
用し、PostgreSQLサーバー（マスターまたはスタンバイ）からトランザクションログを継続的に受信しま
す。PostgreSQL 10より前は、 pg_receivewalは pg_receivexlogと命名されました。

重要: Barmanでは、pg_receivewalが同じサーバーにインストールされている必要があります。 pg_receivewal
には後方互換性があるため、利用可能な最新バージョンの `pg_receivewal`をインストールすることをお勧
めします。それ以外の場合、ユーザーは Barmanサーバーに `pg_receivewal`の複数のバージョンをインス
トールし、構成ファイルの `path_prefix`オプションを使用して、サーバーの特定のバージョンを適切にポ
イントできます。

トランザクションログのストリーミングを有効にするには、以下を行う必要があります。

1.前述のようにストリーミング接続をセットアップする

2. streaming_archiverオプションを onに設定します

cronコマンドは、前述の要件が満たされている場合、receive-walコマンドの実行を通じてログストリー
ミングを透過的に管理します。これは推奨されるシナリオです。

ただし、ユーザーは receive-walコマンドを手動で実行できます。

barman receive-wal <server_name>

注釈: receive-walコマンドはフォアグラウンドプロセスです。

トランザクションログは、 streaming_wals_directory構成オプションで指定されたディレクトリに直
接ストリーミングされ、archive-walコマンドによってアーカイブされます。

streaming_archiver_nameパラメーターで特に指定がない限り、BarmanはWALストリーマープロセス
の application_nameを barman_receive_walに設定し、PostgreSQLサーバーの pg_stat_replication

システムビューでステータスを監視できるようにします。

https://www.postgresql.org/docs/current/static/app-pgreceivewal.html
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10.1 レプリケーションスロット
レプリケーションスロットは、すべてのアーカイバーがWALファイルを受信するまで PostgreSQLサー
バーがWALファイルを削除しないことを保証する自動化された方法です。Barmanはこのメカニズムを使
用して、PostgreSQLからトランザクションログを受信します。

レプリケーションスロットの詳細については、 PostgreSQL manualを参照してください。

ストリーミング接続のみに基づいてバックアップアーキテクチャを作成することもできます。このシナリ
オは、Dockerベースの PostgreSQLサーバーを構成したり、Windowsで実行されている PostgreSQLサー
バーを操作したりする場合にも役立ちます。

重要: 現時点では、Windowsのサポートは継続的インテグレーションシステムの一部ではないため、まだ
実験的です。

10.2 WALストリーミングを構成する方法
まず、トランザクションログファイルを Barmanサーバーにストリーミングするように PostgreSQLサー
バーを構成する必要があります。

Barmanから PostgreSQLサーバーへのストリーミング接続を構成するには、既に述べたように、サーバー
構成ファイルに次の行を含めて、streaming_archiverを有効にする必要があります。

streaming_archiver = on

レプリケーションスロットを使用する予定がある場合（推奨）、ストリーミングベースのトランザクション
ログアーカイブのセットアップに不可欠な別のオプションは、slot_nameオプションです。

slot_name = barman

このオプションは、Barmanが使用するレプリケーションスロットの名前を定義します。レプリケーション
スロットを使用する場合は必須です。

レプリケーションスロット名を構成するとき、次のコマンドを使用して Barmanのレプリケーションスロッ
トを手動で作成できます。

barman@backup$ barman receive-wal --create-slot pg

Creating physical replication slot barman on server pg

Replication slot barman created

Barman 2.10以降、次のように設定して、レプリケーションスロットを自動的に作成するように Barmanを
構成できます。

create_slot = auto
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10.3 リカバリによる部分的なWALファイルの制限
pg_receivewalの標準的な動作は、WALセグメント名の後に.partialサフィックスを付けてファイルに
トランザクション情報を書き込むことです。

Barmanは、部分的なファイルがサーバーの streaming_wals_directoryにあると想定しています。完了
すると、pg_receivewalは.partialサフィックスを削除して次のサフィックスを開き、永続的なストレー
ジと圧縮のためにファイルを Barmanの archive-walコマンドに配信します。

マスター PostgreSQLサーバーに突然の回復不能な障害が発生した場合、Barmanにストリーミングされた
.partialファイルには、標準アーカイバー（PostgreSQLの archive_commandを介して）が Barmanに配
信できなかった非常に重要な情報が含まれています。

Barman 2.10現在、 get-walコマンドは、 --partial/-Pオプションを介して現在の.partial WALファ
イルの内容を返すことができます。これは、完全または特定の時点へのリカバリの場合に特に役立ちま
す。したがって、get-walを有効にして--standby-modeを使用せずに recoverコマンドを実行した場合、
Barmanは restore_commandリカバリーオプションで-Pオプションを barman-wal-restoreに自動的に
追加します（その後、リモートの get-walコマンドにリレーします）。

get-walは、WALファイルがすでに Barmanに出荷されたがまだアーカイブされていない場合、incoming
ディレクトリも検索します。
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第11章 archive_commandを介したWALアーカ
イブ

archive_commandは、WALファイルをアーカイブする従来の方法です。

この PostgreSQL構成パラメーターの値は、WALファイルを Barman着信ディレクトリにコピーするため
に PostgreSQLサーバーによって実行されるシェルコマンドである必要があります。

これは 2つの方法で行うことができ、どちらも SSH接続が必要です。

• barman-wal-archiveユーティリティ経由（ Barman 2.6から）

• rsync / SSH経由（ Barman 2.6より前の一般的なアプローチ）

詳細については、以下のセクションを参照してください。

重要: Barmanがこの機能をサポートする方法の詳細については、「スタンバイからの並行バックアップと
バックアップ」セクションをお読みください。

11.1 barman-wal-archiveを介したWALアーカイブ
Barman 2.6以降、archive_commandを介してWALファイルをBarmanに安全かつ確実にアーカイブする推
奨される方法は、barman-cliパッケージに含まれ、EnterpriseDBパブリックリポジトリ経由で配布され、
GNU GPL 3ライセンスで利用可能です。 barman-cliは、Barmanクラスターの一部である各 PostgreSQL
サーバーにインストールする必要があります。

rsync / SSHの代わりに barman-wal-archiveを使用すると、Barmanサーバーにある出荷されたWALファ
イルのデータ破損のリスクが軽減されます。rsync / SSHを archive_command WALファイルとして使用す
る場合、ファイルの内容がフラッシュされ、宛先のディスクに fsyncされることを保証するメカニズムは
ありません。

このため、私たちはBarmanのput-walコマンド（2.6で導入）とネイティブに通信するbarman-wal-archive

ユーティリティを開発しました。したがって、 barman-wal-archiveは、archive_commandで使用され
る唯一のパラメーターはサーバーの IDであるため、Barmanの間違った場所/ディレクトリにWALファイ
ルをコピーするリスクを減らします。

barman-wal-archiveコマンドの詳細については、PostgreSQLサーバーで man barman-wal-archiveと
入力してください。

barman-wal-archive が Barman サーバーに接続できること、および次のコマンドを使用して、必要な
PostgreSQLサーバーが Barmanで着信WALファイルを受け入れるように構成されていることを確認でき
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ます。

barman-wal-archive --test backup pg DUMMY

backupは Barmanがインストールされているホスト、 pgは Barmanで構成された PostgreSQLサーバーの
名前、DUMMYはプレースホルダーです（barman-wal-archiveにはWALファイル名の引数が必要です
が、無視されます）。

すべてが正しく構成されている場合、次の出力が表示されます。

Ready to accept WAL files for the server pg

Barmanサーバーとの通信に SSHを使用するため、 postgresユーザーがバックアップサーバーに barman

としてログインするには、SSHキー認証が必要です。SSHのデフォルトの 22以外のポートを使用する必
要がある場合は、 --portオプションを追加して、SSH接続に使用するポートを指定できます。

pgデータベース上の PostgreSQLインスタンスの postgresql.conf ファイルを編集し、アーカイブモー
ドをアクティブ化し、archive_commandが barman-wal-archiveを使用するように設定します。

archive_mode = on

wal_level = replica

archive_command = barman-wal-archive backup pg %p

次に、PostgreSQLサーバーを再起動します。

11.2 rsync / SSHを介したWALアーカイブ
show-servers Barmanコマンドを使用し、 incoming_wals_directory値を探して、着信WALディレク
トリを取得できます。

barman@backup$ barman show-servers pg |grep incoming_wals_directory

incoming_wals_directory: /var/lib/barman/pg/incoming

pgデータベースで PostgreSQLインスタンスの postgresql.conf ファイルを編集し、アーカイブモード
をアクティブにします。

archive_mode = on

wal_level = replica

archive_command = rsync -a %p barman@backup:INCOMING_WALS_DIRECTORY/%f

INCOMING_WALS_DIRECTORYプレースホルダーを、上記の barman show-servers pgコマンドによって返
された値に変更してください。

PostgreSQLサーバーを再起動します。

場合によっては、 archive_commandプロセスにより厳しいチェックを追加することができます。たとえ
ば、一部のユーザーは次のことを提案しています。
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archive_command = test $(/bin/hostname --fqdn) = HOSTNAME \

&& rsync -a %p barman@backup:INCOMING_WALS_DIRECTORY/%f

HOSTNAMEプレースホルダーは、hostname --fqdnによって返される値に置き換える必要があります。こ
のトリックは、サーバーが複製され、復元された PostgreSQLインスタンスからWALファイルを受信しな
いようにする場合の安全対策です。

11.2. rsync / SSHを介したWALアーカイブ 39
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第12章 WALアーカイブ構成の検証

継続的アーカイブがオンになっていて正常に動作していることをテストするには、PostgreSQLサーバーと
バックアップサーバーの両方を確認する必要があります。特に、WALファイルが宛先ディレクトリに正し
く収集されていることを確認する必要があります。

この目的と、WALアーカイブプロセスの検証を容易にするために、switch-wal コマンドが開発されま
した。

barman@backup$ barman switch-wal --force --archive pg

上記のコマンドは、PostgreSQL に WAL ファイルを強制的に切り替え、Barman でアーカイブプロセス
をトリガーします。Barman は、30 秒以内に 1 つのファイルが到着するのを待ちます（タイムアウト
は--archive-timeoutオプションで変更できます）。WALファイルを受信しない場合、エラーが返され
ます。

barman checkコマンドを使用して、WALアーカイブが正しく構成されているかどうかを確認できます。
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第13章 ストリーミングバックアップ

Barmanは、 pg_basebackupに依存して、ストリーミング接続を使用して PostgreSQLサーバーをバック
アップできます。

重要: Barman では、 pg_basebackup が同じサーバーにインストールされている必要があります。
pg_basebackup には下位互換性があるため、利用可能な最新バージョンの `pg_basebackup` をインストー
ルすることをお勧めします。構成ファイルの `path_prefix` オプションを使用して、 Barman サーバーに
`pg_basebackup`の複数のバージョンをインストールし、サーバーの特定のバージョンを適切にポイントす
ることもできます。

ストリーミング接続でサーバーを正常にバックアップするには、バックアップ方法として postgresを使
用する必要があります。

backup_method = postgres

重要: archiver または `streaming_archiver`を介してWALが Barmanに正しくアーカイブされていない場
合、バックアップを開始できません

サーバー構成が有効かどうかを確認するには、 barman checkコマンドを使用できます。

barman@backup$ barman check pg

バックアップを開始するには、 barman backupコマンドを使用できます。

barman@backup$ barman backup pg
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第14章 rsync /SSHでバックアップ

rsyncを介したバックアップは、2.0より前に使用可能な唯一の方法であり、現在、増分バックアップ機能
をサポートする唯一のバックアップ方法です。詳細については、「機能の詳細」セクションを参照してくだ
さい。

rsyncを使用してバックアップを作成するには、これらのパラメーターを Barmanサーバー構成ファイル
内に配置する必要があります。

backup_method = rsync

ssh_command = ssh postgres@pg

backup_methodオプションは rsyncバックアップ方法をアクティブにします。Barmanサーバーから Post-
greSQLサーバーへの SSH接続を正しく作成するには、ssh_commandオプションが必要です。

重要: archiver または `streaming_archiver`を介してWALが Barmanに正しくアーカイブされていない場
合、バックアップを開始できません

サーバー構成が有効かどうかを確認するには、 barman checkコマンドを使用できます。

barman@backup$ barman check pg

バックアップを取得するには、 barman backupコマンドを使用します。

barman@backup$ barman backup pg
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第15章 クラウドスナップショットによるバック
アップ

Barmanは、ストレージボリュームのスナップショットを作成することにより、特定のクラウド環境内に展
開された PostgreSQLサーバーのバックアップを作成できます。このように構成すると、PostgreSQLファイ
ルの物理バックアップはクラウドに保存されたボリュームスナップショットになり、BarmanはWALおよ
びバックアップカタログのストレージサーバーとして機能します。これらのバックアップは、バックアッ
プデータ自体がクラウドに保存されている場合でも、rsyncまたは postgresバックアップ方法で取得さ
れた従来のバックアップと同じように Barmanで管理できます。

適切なPostgreSQLサーバーでスナップショット用の barman-cloud-backupコマンドを直接使用して、Barman
サーバーなしでスナップショットバックアップを作成することもできます。

15.1 クラウドスナップショットの前提条件
Barmanでスナップショットバックアップ方法を使用するには、展開が次の前提条件を満たす必要があり
ます。

• PostgreSQLは、サポートされているクラウドプロバイダー内のコンピューティングインスタンスに
デプロイする必要があります。

• PostgreSQLは、PGDATAやテーブルスペースデータなどのすべての重要なデータが、スナップショッ
トをサポートするストレージボリュームに保存されるように構成する必要があります。

• findmntコマンドが PostgreSQLホストで使用可能である必要があります。

重要: PGDATA外部に保存された構成ファイルはスナップショットに含まれません。このようなファイル
の管理は、構成管理システムなどの別のメカニズムを使用して実行する必要があります。

15.2 Google Cloud Platformのスナップショットの前提条件
google-cloud-computeおよび grpcioライブラリは、Barmanが使用する Pythonディストリビューションで
利用できる必要があります。これらのライブラリはオプションの依存関係であり、Barmanパッケージに
よって標準としてインストールされることはありません。pipを使用して、次のようにインストールでき
ます。

pip3 install grpcio google-cloud-compute
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注釈: google-cloud-computeライブラリに必要な Pythonの最小バージョンは 3.7です。GCPスナップショッ
トは、以前のバージョンの Pythonでは使用できません。

Google Cloud Platformでのスナップショットバックアップには、次の追加の前提条件が適用されます。

• スナップショットバックアップに含まれるすべてのディスクは、ゾーン永続ディスクである必要があ
ります。リージョン永続ディスクは現在サポートされていません。

• Barmanは、必要な権限セットを持つサービスアカウントを利用できる必要があります。これを行う
には、そのようなアカウントを Barmanを実行しているコンピューティングインスタンスにアタッチ
するか（推奨）、GOOGLE_APPLICATION_CREDENTIALS環境変数を使用して資格情報ファイルをポイ
ントします。

必要な権限は次のとおりです。

• compute.disks.createSnapshot

• compute.disks.get

• compute.globalOperations.get

• compute.instances.get

• compute.snapshots.create

• compute.snapshots.delete

• compute.snapshots.list

15.3 Azureスナップショットの前提条件
azure-mgmt-computeライブラリと azure-identityライブラリは、Barmanが使用する Pythonディストリビュー
ションで利用できる必要があります。

これらのライブラリはオプションの依存関係であり、Barmanパッケージによって標準としてインストール
されることはありません。pipを使用して、次のようにインストールできます。

pip3 install azure-mgmt-compute azure-identity

注釈: azure-mgmt-compute ライブラリに必要な Python の最小バージョンは 3.7 です。 Azure スナップ
ショットは、以前のバージョンの Pythonでは使用できません。

Azureでのスナップショットバックアップには、次の追加の前提条件が適用されます。

• スナップショットバックアップに含まれるすべてのディスクは、データディスクとして VMインス
タンスに接続されているマネージドディスクである必要があります。

• Barmanは、マネージド IDまたは CLIログインを使用して取得した資格情報を使用できる必要があ
り、これにより、必要なアクセス許可のセットで Azureへのアクセスを許可する必要があります。
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次の権限が必要です。

• Microsoft.Compute/disks/read

• Microsoft.Compute/virtualMachines/read

• Microsoft.Compute/snapshots/read

• Microsoft.Compute/snapshots/write

• Microsoft.Compute/snapshots/delete

15.4 AWSスナップショットの前提条件
Barmanが使用する Pythonディストリビューションで boto3ライブラリを利用できる必要があります。

このライブラリはオプションの依存関係であり、Barmanパッケージによって標準としてインストールされ
ることはありません。pipを使用して、次のようにインストールできます。

pip3 install boto3

AWSでのスナップショットバックアップには、次の追加の前提条件が適用されます。

• スナップショットバックアップに含まれるすべてのディスクは、非ルート EBSボリュームである必
要があり、同じ VMインスタンスに接続されている必要があります。

• NVMeボリュームは現在サポートされていません。

次の権限が必要です。

• ec2:CreateSnapshot

• ec2:CreateTags

• ec2:DeleteSnapshot

• ec2:DescribeSnapshots

• ec2:DescribeInstances

• ec2:DescribeVolumes

15.5 スナップショットバックアップの構成
クラウドスナップショットを介したバックアップ用に Barmanを構成するには、backup_methodパラメー
ターを snapshot に設定し、snapshot_provider をサポートされているクラウドプロバイダーに設定し
ます。

backup_method = snapshot

snapshot_provider = gcp

15.4. AWSスナップショットの前提条件 49
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現在、Google Cloud Platform（gcp）、Microsoft Azure（azure）、AWS（aws）がサポートされています。

クラウドプロバイダーに関係なく、次のパラメーターを設定する必要があります。

snapshot_instance = INSTANCE_NAME

snapshot_disks = DISK_NAME,DISK2_NAME,...

snapshot_instanceは、ストレージボリュームが接続されている VMまたはコンピューティングインス
タンスの名前に設定され、snapshot_disksは、バックアップに含める必要があるディスクのコンマ区切
りリストです。

重要: snapshot_disksに、PostgreSQLが必要とするデータを格納するすべてのディスクが含まれているこ
とを確認する必要があります。 snapshot_disksにリストされているストレージボリュームに保存されてい
ないデータはバックアップに含まれないため、回復時に利用できません。

15.6 Google Cloud Platformスナップショットの構成
GCPを使用する場合は、次の追加パラメーターを設定する必要があります。

gcp_project = GCP_PROJECT_ID

gcp_zone = ZONE

gcp_projectは、 snapshot_instanceおよび snapshot_disksで定義されたインスタンスとストレージ
ボリュームを所有する GCPプロジェクトの IDに設定する必要があります。gcp_zoneは、インスタンス
が配置されているアベイラビリティーゾーンに設定する必要があります。

15.7 Azureスナップショットの構成
Azureを使用する場合は、次の追加パラメーターを設定する必要があります。

azure_subscription_id = AZURE_SUBSCRIPTION_ID

azure_resource_group = AZURE_RESOURCE_GROUP

azure_subscription_idは、 snapshot_instanceおよび snapshot_disksで定義されたインスタンス
とストレージボリュームを所有する Azure サブスクリプション ID の ID に設定する必要があります。
azure_resource_group は、インスタンスとディスクが属するリソースグループに設定する必要があり
ます。
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15.8 AWSスナップショットの設定
snapshot_instanceまたは snapshot_disksを指定する場合、BarmanはAWSまたは名前によってリソー
スに割り当てられたインスタンス/ボリューム IDを受け入れます。名前が使用されている場合、Barmanは
AWSにクエリを実行して、一致する Nameタグを持つリソースを見つけます。一致するリソースがゼロま
たは複数見つかった場合、Barmanはエラーで終了します。

AWSを使用する場合、次のオプションパラメーターを設定できます。

aws_region = AWS_REGION

aws_profile = AWS_PROFILE_NAME

aws_profile を使用する場合、AWS 認証情報ファイルのセクションの名前に設定する必要があります。
aws_profileが使用されない場合、デフォルトのプロファイルが使用されます。資格情報ファイルが存在
しない場合、資格情報は環境から取得されます。

aws_regionが指定されている場合、AWSプロファイルで定義されている可能性のあるリージョンをオー
バーライドします。

15.9 スナップショットバックアップの作成
構成オプションを設定し、Barmanが適切な資格情報を利用できるようになると、

barman backupコマンドを使用してバックアップを取得できます。

Barmanは、barman checkコマンド中およびバックアップの開始時に、スナップショットバックアップの
構成パラメーターを検証します。

backup_method = snapshotを使用する場合、次の引数/構成変数は使用できないことに注意してください。

Command argument Config variable

N/A backup_compression
--bwlimit bandwidth_limit
--jobs parallel_jobs
N/A network_compression
--reuse-backup reuse_backup

スナップショットバックアップの管理とリカバリに関する考慮事項を含む、スナップショットバックアッ
プのより詳細な説明については、

cloud snapshots section in feature detailsを参照してください。
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第16章 Windowsベースのサーバーをセットアッ
プする方法

WAL アーカイブとバックアップの両方にストリーミング接続を使用して、Windows で実行されている
PostgreSQLサーバーをバックアップできます。

重要: この機能はまだ継続的インテグレーションシステムの一部ではないため、まだ実験的です。

ストリーミング接続のセットアップについて前述したすべての手順に従います。

警告: ：現時点では、WindowsからLinuxへの `pg_basebackup`相互運用性はまだ実験的です。Windows
サーバーからバックアップを取得する際に問題があり、PostgreSQLロケールが英語でない場合、問題
の回避策として考えられるのは、英語でメッセージを出力するように PostgreSQLに指示することです。
これを行うには、 postgresql.conf ファイルに次のパラメーターを追加します。

ini lc_messages = Englishこれは問題を修正すると報告されています。

通常どおりサーバーをバックアップできます。

リモート回復はWindowsサーバーではサポートされていないため、Barmanサーバーでクラスターをロー
カルに回復してから、Windowsサーバー上のすべてのファイルをコピーするか、PostgreSQLサーバーと
Barmanサーバーの間で共有されるフォルダーを使用する必要があります。

さらに、PostgreSQLの実行を選択したシステムユーザーが、復元されたデータにアクセスするために必要
な権限を持っていることを確認してください。基本的に、PostgreSQLデータディレクトリを完全に制御す
る必要があります。
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第17章 General commands

Barmanには多くのコマンドがあり、説明のために、スコープ別に整理できます。

一般的なコマンドの範囲は Barmanサーバー全体であり、多くの PostgreSQLサーバーをバックアップでき
ます。代わりに、サーバーコマンドは、指定されたサーバーでのみ動作します。バックアップコマンドは、
特定のサーバーから取得されたバックアップで動作します。

次のリストには、一般的なコマンドが含まれています。

17.1 クローン
barmanには、長時間実行されるデーモンまたはサービスファイルが含まれていません（systemctl start

、service startなどには何もありません）。代わりに、barmanのバックグラウンド「定常状態」バック
アップ操作を実行する barman cronサブコマンドが提供されています。

cronコマンドを使用して、WALファイルとバックアップの両方でメンテナンス操作を実行できます。

barman cron

注釈: このコマンドは、cronスクリプトで実行する必要があります。 barman cronを毎分実行するように
スケジュールすることをお勧めします。 rpmまたは debianパッケージを使用して Barmanをインストール
した場合、毎分実行される cronエントリーが作成されます。

barman cronはWALアーカイブ操作をサーバーベースで同時に実行します。これにより、次のサーバー
に保持ポリシーも適用されます。

• retention_policyは空でも有効でもありません。

• retention_policy_modeを autoに設定。

cronコマンドは、 receive-walコマンドを透過的に実行することにより、要求したサーバーでWALス
トリーミングが開始されるようにします。

cronコマンドによって開始された操作を停止するには、cronエントリをコメントアウトして実行します。

barman receive-wal --stop SERVER_NAME

barman list-serversをチェックして、すべてのサーバーを取得できることを確認してください。
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注釈: barman cronはバックグラウンドメンテナンスタスクのみを実行し、スケジュールされたバックアッ
プの実行を担当しません。定期的にスケジュールされた必要なバックアップジョブは、個別に、たとえば、
barman backup allを実行する別の cronエントリでスケジュールする必要があります。

17.2 診断する
diagnoseコマンドは、診断とサポートの目的に役立つ JSONレポートを作成します。このレポートには、
構成されているすべてのサーバーの情報が含まれています。

重要: 診断が JSONで記述され、その形式が機械可読であると考えられている場合でも、その構造はイン
ターフェースの一部とは見なされません。フォーマットは、異なる Barmanバージョン間で変更できます。

17.3 リストサーバー
次のコマンドを使用して、バックアップシステム用に構成されたアクティブサーバーのリストを表示でき
ます。

barman list-servers

--minimalオプションを使用すると、機械可読出力を取得できます。

barman list-servers --minimal
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第18章 Server commands

前のセクションで述べたように、サーバーコマンドは PostgreSQLサーバーまたはそのエリア Barmanで直
接動作し、ステータスの確認、メンテナンスオペレーションの実行、バックアップ、およびWALアーカ
イブの管理に役立ちます。

18.1 archive-wal

archive-walコマンドは、特定のサーバーのWALファイルに対してメンテナンス操作を実行します。こ
の操作には、ストリーミング接続または archive_command、またはその両方から受信したWALファイル
の処理が含まれます。

重要: archive-walコマンドは、直接呼び出すことができる場合でも、 cron一般コマンドから開始されるよ
うに設計されています。

18.2 バックアップ
backupコマンドは、指定されたサーバーの完全バックアップ（base backup）を取得します。新しいバック
アップに対応する構成パラメーターをオーバーライドできるオプションがいくつかあります。詳細につい
ては、マニュアルページを参照してください。

次のコマンドを使用して、特定のサーバーの完全バックアップを実行できます。

barman backup <server_name>

Tip: barman backup allを使用して、構成済みのすべてのサーバーを順次バックアップできます。

Tip: barman backup <server_1_name<server_2_name>を使用して、<server_1_name>と `<server_2_name>`
サーバーの両方を順次バックアップできます。

Barman 2.10では、 backupコマンドに-w /--waitオプションが導入されました。設定されると、Barman
はバックアップの状態を一時的に WAITING_FOR_WALSに保存し、必要なすべてのWALファイルがアーカ
イブされるのを待ってから、状態を DONE に設定し、バックアップ後のフックスクリプトを続行します。
--wait-timeoutオプションが提供されている場合、Barmanは指定された秒数後にWALファイルの待機
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を停止し、状態は WAITING_FOR_WALSのままになります。 cronコマンドは、不足しているWALファイル
がアーカイブされていることを引き続き確認し、バックアップに DONEのラベルを付けます。

18.3 チェック
checkコマンドを使用して、特定のサーバーへの接続と構成の一貫性を確認できます。

barman check <server_name>

Tip: barman check allを使用して、構成済みのすべてのサーバーを確認できます。

重要: checkコマンドは、おそらく Barmanが実装する最も重要な機能です。アラートおよびモニタリング
インフラストラクチャと統合することをお勧めします。 --nagiosオプションを使用すると、Nagios / Icinga
のプラグインを簡単に作成できます。

18.4 生成マニフェスト
このコマンドは、バックアップがリモートで作成され、pg_basebackupが関与せず、backup_manifestファイ
ルがバックアップに存在しない場合に役立ちます。barmanサーバーのバックアップを使用して、backup_id
から backup_manifestファイルを生成します。ファイルが既に存在する場合、生成コマンドは打ち切ら
れます。

コマンド例：

barman generate-manifest <server_name> <backup_id>

backup_id backup idshortcutsのいずれかを使用できます。

このコマンドは、次のように post_backupフックスクリプトとして使用することもできます。

post_backup_script=barman generate-manifest ${BARMAN_SERVER} ${BARMAN_BACKUP_ID}

18.5 get-wal

Barmanでは、ユーザーが get-walコマンドを使用して、WALアーカイブから xlogファイルを要求でき
ます。

barman get-wal [-o OUTPUT_DIRECTORY]() <server_name> <wal_id>
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要求されたWALファイルがサーバーアーカイブで見つかった場合、特に指定がない限り、非圧縮コンテ
ンツが STDOUTに返されます。

get-walコマンドでは、次のオプションを使用できます。

• -oにより、ユーザーは Barmanが要求されたWALファイルを預ける宛先ディレクトリを指定でき
ます

• -jは bzip2アルゴリズムを使用して出力を圧縮します

• -xは gzipアルゴリズムを使用して出力を圧縮します

• -p SIZEは、要求されたファイルから始めて、アーカイブからWALファイルまでをピークします

リカバリオペレーション中に get-walを使用して、BarmanサーバーをサーバーのWALハブに変換するこ
とができます。これは、get-wal値を recovery_optionsグローバル/サーバー構成オプションに追加する
ことにより、自動的に達成できます。

recovery_options = get-wal

recovery_optionsは、コンマ区切り値のリストを受け入れるグローバル/サーバーオプションです。リカ
バリオペレーション中にキーワード get-walが存在する場合、 Barmanは restore_commandを設定して
リカバリ構成を準備し、barman get-walを使用して必要なWALファイルをフェッチします。同様に、実
行時に recoverコマンドに--get-walオプションを使用できます。

get-walが recovery_optionsに設定されているが、リカバリー操作中には必要ない場合、--no-get-wal

オプションを recoverコマンドで使用して、get-walリカバリーオプションを無効にすることができます。

これは、ローカルリカバリの restore_commandの例です。

restore_command = sudo -u barman barman get-wal SERVER %f > %p

get-walコマンドは常に barmanユーザーとして呼び出す必要があることに注意してください。また、カ
タログからWALファイルを読み取るには正しい権限が必要であることに注意してください。これが、例
で sudo -u barmanを使用している理由です。

リモートリカバリのために recovery_optionsを get-walに設定すると、代わりに barman-wal-restore

スクリプトを使用して restore_commandが生成されます。barman-wal-restoreは、SSH接続エラーを
管理する、より回復力のあるシェルスクリプトです。

このスクリプトには、WALファイルの自動圧縮と解凍や、PostgreSQLがそれらのいずれかを適用してい
るときに次のWALファイルを取得できるピーク機能など、多くの便利なオプションがあります。これは、
PostgreSQLと Barman間の帯域幅使用を最適化する優れた方法です。

barman-wal-restoreは、 barman-cliパッケージで利用可能です。

これは、リモートリカバリの restore_commandの例です。

restore_command = barman-wal-restore -U barman backup SERVER %f %p

Barmanサーバーとの通信に SSHを使用するため、 postgresユーザーがバックアップサーバーに barman

としてログインするには、SSHキー認証が必要です。SSHのデフォルトの 22以外のポートを使用する必
要がある場合は、 --portオプションを追加して、SSH接続に使用するポートを指定できます。
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barman-wal-restore が Barman サーバーに接続できること、および次のコマンドを使用して、必要な
PostgreSQLサーバーが BarmanでWALファイルを送信するように構成されていることを確認できます。

barman-wal-restore --test backup pg DUMMY DUMMY

backupは Barmanがインストールされているホストであり、 pgは Barmanで構成された PostgreSQLサー
バーの名前であり、DUMMYはプレースホルダーです（barman-wal-restoreにはWALファイル名と宛
先ディレクトリに 2つの引数が必要ですが、無視されます）。

すべてが正しく構成されている場合、次の出力が表示されます。

Ready to retrieve WAL files from the server pg

barman-wal-restoreコマンドの詳細については、PostgreSQLサーバーで man barman-wal-restoreと
入力してください。

18.6 リストバックアップ
次のコマンドを使用して、特定のサーバーで使用可能なバックアップのカタログをリストできます。

barman list-backups <server_name>

Tip: サーバー名として `all`を使用して、すべてのサーバーのバックアップの完全なリストを要求できます。

機械可読な出力を得るには、 --minimalオプションを使用できます。

18.7 リビルド-xlogdb

いつでも、特定のサーバー（または allショートカットを使用してすべてのサーバー）のWALアーカイ
ブのコンテンツを再生成できます。WALアーカイブは xlog.dbファイルに含まれており、Barmanが管理
するすべてのサーバーには独自のコピーがあります。

xlog.dbファイルは、 rebuild-xlogdbコマンドでリビルドできます。これにより、アーカイブされたす
べてのWALファイルがスキャンされ、アーカイブのメタデータが再生成されます。

例：

barman rebuild-xlogdb <server_name>
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18.8 receive-wal

このコマンドは、ストリーミングプロトコルを使用して PostgreSQLストリーミング接続からWALファイ
ルを受信する receive-walプロセスを管理します。

18.8.1 receive-walプロセス管理

オプションなしでコマンドを実行すると、 receive-wal プロセスが開始されます。このコマンドは、
pg_receivewal PostgreSQLコマンドに基づいています。

barman receive-wal <server_name>

注釈: receive-walコマンドはフォアグラウンドプロセスです。

--stopオプションを指定してコマンドを実行すると、現在実行中の receive-walプロセスが停止します。

receive-walプロセスは、ステータスファイルを使用して、トランザクションログの最後に書き込まれた
レコードを追跡します。ステータスファイルをクリーニングする必要がある場合は、--resetオプション
を使用できます。

重要: レプリケーションスロットを使用していない場合は、wal_keep_segments（または PostgreSQLバー
ジョン 13.0以降の `wal_keep_size`）の値に依存します。データベースのワークロードのピークが高い場
合、 receive-wal プロセスが遅れて同期しなくなる場合があることに注意してください。予防措置として、
Barmanは現在、間違った仮定を避けるために、ユーザーが `--reset`オプションを指定してコマンドを手動
で実行することを要求しています。

18.8.2 レプリケーションスロット管理

receive-walプロセスは、BarmanがWALアーカイブ手順に必要とするレプリケーションスロットを作成
または削除するのにも役立ちます。

--create-slotオプションを使用すると、slot_name構成オプションの名前が付けられたレプリケーショ
ンスロットが PostgreSQLサーバーに作成されます。

--drop-slotを使用すると、以前のレプリケーションスロットが削除されます。
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18.9 レプリケーションステータス
replication-statusコマンドは、Barmanサーバー（構成されている場合）の receive-walプロセスを含
む、現在 PostgreSQLサーバーに接続されているストリーミングクライアントのステータスを報告します。

次のようにコマンドを実行できます。

barman replication-status <server_name>

Tip: サーバー名として `all`を使用して、すべてのサーバーのレプリカの完全なステータスレポートを要
求できます。

機械可読な出力を得るには、 --minimalオプションを使用できます。

18.10 show-servers

次のコマンドを使用して、特定のサーバーの構成パラメーターを表示できます。

barman show-servers <server_name>

Tip: サーバー名として `all`を使用して、完全な構成レポートを要求できます。

18.11 ステータス
statusコマンドは、PostgreSQLサーバーまたはサーバー名として allを使用する場合はすべてのサーバー
のライブ情報とステータスを表示します。

barman status <server_name>

18.12 switch-wal

このコマンドは、PostgreSQLサーバーを別のトランザクションログファイル（WAL）に切り替え、現在の
ログファイルを閉じ、受信してアーカイブできるようにします。

barman switch-wal <server_name>

最後のトランザクションログファイルの切り替え以降、トランザクションアクティビティがない場合、
--forceオプションを使用して切り替えを強制する必要があります。
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--archiveオプションは、Barmanに xlogスイッチの後にWALアーカイブをトリガーするように要求し
ます。デフォルトでは、30秒のタイムアウトが適用されます（これは--archive-timeoutで変更できま
す）。WALファイルを受信しない場合、エラーが返されます。

注釈: Barman 2.1および 2.2では、このコマンドは `switch-xlog`と呼ばれていました。 PostgreSQL 10以
降との命名の一貫性のために名前が変更されました。

18.13 検証バックアップ
verify-backup コマンドは、バックアップからの backup_manifest ファイルを使用し、それに対して
pg_verifybackupを実行します。

barman verify-backup <server_name> <backup_id>

このコマンドは pg_verifybackup <path_to_backup_manifest> -nを呼び出します（PG>=13で利用可
能） pg_verifybackupバックアップサーバーにインストールする必要があります。rsyncバックアップの
場合、 generate-manifestコマンドで使用できます。

backup_id backup idshortcutsのいずれかを使用できます。
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バックアップコマンドは、Barmanのバックアップカタログに既に存在するバックアップで直接機能するコ
マンドです。

注釈: barman list-backups <server_name>でバックアップ IDを取得できることを覚えておいてください

19.1 バックアップ IDのショートカット
Barmanでは、特別なキーワードを使用して特定のバックアップを識別できます。

• last/latest：カタログ内の最新のバックアップを識別します

• first/oldest：カタログ内の最も古いバックアップを識別します

• last-failed：カタログ内の最新の失敗したバックアップを識別します

Barmanコマンドでこれらのキーワードを使用すると、サーバーのバックアップの正確な IDを知らなくて
もアクションを実行できます。たとえば、次を発行できます。

barman delete <server_name> oldest

カタログで使用可能な最も古いバックアップを削除し、ディスク領域を再利用します。

さらに、--name <friendly_name>オプションを使用してバックアップを取得した場合、バックアップ ID
の代わりにフレンドリ名を使用して、その特定のバックアップを参照できます。

19.2 バックアップの確認
バージョン 2.5以降、完全バックアップの一貫性に必要なすべてのWALファイルが check-backupコマン
ドを使用して barmanによって正しくアーカイブされたことを確認できます。

barman check-backup <server_name> <backup_id>

重要: このコマンドは、 cronによって、および `backup`操作の最後に自動的に呼び出されます。これは、
通常の状況では、実行する必要がないことを意味します。
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バックアップの最初から最後までの 1つ以上のWALファイルがまだアーカイブされていない場合、barman
はバックアップに WAITING_FOR_WALSのラベルを付けます。cronコマンドは、欠落しているWALファイ
ルがアーカイブされていることを引き続き確認し、バックアップに DONEのラベルを付けます。

バックアップの最後に最初に必要なWALファイルがない場合、そのようなバックアップは FAILEDとし
てマークされます。したがって、バックアップ操作を実行する前に、特にスタンバイサーバーからバック
アップする場合、WALアーカイブ（ストリーミングまたは archive_commandを介して）が適切に機能し
ていることを確認することが重要です。

19.3 削除する
次の方法で特定のバックアップを削除できます。

barman delete <server_name> <backup_id>

deleteコマンドは、バックアップを識別するためにバックアップ IDのショートカットを受け入れます。

19.4 維持する
サーバーの保持ポリシーを超えて保持したいバックアップがある場合は、次のコマンドを使用してアーカ
イブバックアップにすることができます。

barman keep <server_name> <backup_id> [--target TARGET, --status, --release]

TARGETの可能な値は次のとおりです。

• full：バックアップは、常に最新の時点に回復するために使用できます。これを達成するために、
Barmanは、バックアップと後続のすべてのWALの一貫性を保証するために必要なすべてのWALを
保持します。

• standalone：バックアップは、サーバーをバックアップが取られた時点の状態に回復するためにのみ
使用できます。Barmanは、バックアップの一貫性を確保するために必要なWALのみを保持します。

--statusオプションが提供されている場合、Barmanはバックアップのアーカイブステータスを報告しま
す。これは、アーカイブバックアップの場合は fullまたは standalone、アーカイブとしてフラグが付け
られていないバックアップの場合は nokeepのリカバリターゲットになります。

--releaseオプションが提供されている場合、Barmanはこのバックアップから keepフラグを解放します。
これにより、アーカイブステータスが削除され、直接または保持ポリシーによって削除できるようになり
ます。

バックアップにアーカイブバックアップとしてフラグが付けられると、Barmanの動作は次のように変更さ
れます。

• barman deleteを使用して IDでそのバックアップを削除しようとすると失敗します。

• 保持ポリシーはそのバックアップを OBSOLETEと見なさないため、barman cronはそのバックアッ
プを削除しません。
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• そのバックアップに必要なWALは永久に保持されます。指定されたリカバリターゲットが fullの
場合、すべての後続のWALも保持されます。

これは、barman keep <server_name> <backup_id> --releaseで keepフラグを削除することで元に戻
すことができます。

警告: standaloneアーカイブバックアップがサーバーの保存方針で必要なくなったら、barman cronは
そのバックアップと次の最新のバックアップの begin_wal値の間のWALを削除します。これは、ター
ゲットを fullから standaloneに変更するのは安全ですが、ターゲットを standaloneから `full`に変更す
ることは安全ではないことを意味します。利用できます。

19.5 リストファイル
次のコマンドを使用して、特定のバックアップのファイル（ベースバックアップと必要なWALファイル）
をリストできます。

barman list-files [--target TARGET_TYPE] <server_name> <backup_id>

--target TARGET_TYPEオプションを使用すると、特定のバックアップのリストの内容を選択できます。

TARGET_TYPEの可能な値は次のとおりです。

• data：データファイルをリストします

• standalone：必要なWALファイルを含む、ベースバックアップファイルをリストします

• wal：ベースバックアップの先頭から次のバックアップの先頭まで（またはログの末尾まで）のすべ
てのWALファイルをリストします

• full： data + walと同じ

TARGET_TYPEのデフォルト値は standaloneです。

重要: list-filesコマンドは外部ツールとの相互作用を容易にするため、Barmanをアーカイブ手順に統合す
るのに非常に役立ちます。

19.6 回復する
recoverコマンドは、 backupコマンドを使用してバックアップを実行した後、サーバー全体を回復する
ために使用されます。

これは、次のようなコマンドを発行して実現されます。

barman@backup$ barman recover <server_name> <backup_id> /path/to/recover/dir
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重要: PostgreSQLインスタンスが実行されているターゲットデータディレクトリを使用して `recover`コ
マンドを発行しないでください。その場合は、リカバリーを発行する前に停止することを忘れないでくだ
さい。これは、テーブルスペースディレクトリにも適用されます。

リカバリの実行の最後に、選択したバックアップはローカルにリカバリされ、宛先パスには PostgreSQLイ
ンスタンスの起動に使用する準備ができたデータディレクトリが含まれています。

重要:

ユーザー `barman`としてこのコマンドを実行すると、データベースのスーパーユーザーになり
ます。

リストバックアップを使用して、バックアップの特定の IDを取得できます

コマンド。

重要: Barmanは現在、PGDATA内のシンボリックリンクを追跡していません（pg_tblspc内のテーブルス
ペースを除く）。システム管理者は、シンボリックリンクを追跡し、元の場所に復元する必要がある場合に
備えて、ディザスターリカバリー計画/手順に追加することをお勧めします。

recoveryコマンドには、コマンドの動作を変更するいくつかのオプションがあります。

19.6.1 リモートリカバリ

リカバリコマンドの呼び出しに--remote-ssh-command <COMMAND>オプションを追加します。これによ
り、Barmanは、提供されたコマンドを使用してリモートホストに接続し、リモートサーバーでコピーを実
行できます。

注釈: postgresユーザーを使用して、リモートホストでリカバリを実行することをお勧めします。

重要: PostgreSQLインスタンスが実行されているターゲットデータディレクトリを使用して `recover`コ
マンドを発行しないでください。その場合は、リカバリーを発行する前に停止することを忘れないでくだ
さい。これは、テーブルスペースディレクトリにも適用されます。

リモートリカバリの既知の制限は次のとおりです。

• Barmanは、Barman構成の recovery_optionパラメーターで get-walコマンドが指定されていない
限り、システム一時ディレクトリに少なくとも 4GBの空き領域を必要とします。

*Barmanとリモートホスト間の SSH接続は、公開鍵交換認証方法を使用する必要があります**

*リモートユーザーは、宛先ディレクトリにバックアップのディレクトリ構造を作成できる必要があります。
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*リモートサーバーには、ベースバックアップとリカバリに必要なWALファイルを含む十分な空き領域が
必要です。

19.6.2 テーブルスペースのリマッピング

Barmanは、recoverコマンドと–tablespaceオプションを使用して、1つ以上のテーブルスペースを自動的
にリマップできます。このオプションは、NAME:DIRECTORY形式を使用して、値のペアを引数として受け
入れます。

• NAMEはテーブルスペースの識別子です

• DIRECTORYは、テーブルスペースの新しい宛先パスです

宛先ディレクトリが存在しない場合、Barmanは作成しようとします（必要な権限があると仮定します）。

19.6.3 ポイントインタイムリカバリ

Barmanは PostgreSQLのポイントインタイムリカバリ（PITR）をラップし、タイムスタンプ、復元ラベル、
またはトランザクション IDとしてリカバリターゲットを指定できるようにします。

重要: 特定のバックアップの最も早い PITRは、ベースバックアップ自分自身の最後です。バックアップの
開始から終了までの任意の時点で回復する場合は、以前のバックアップを使用する必要があります。 Barman
2.3から、 --target-immediateオプションを使用して、一貫性に達したときにリカバリを終了できます。

リカバリターゲットは、次の相互に排他的なオプションのいずれかを使用して指定できます。

• --target-time TARGET_TIME :タイムスタンプを指定する

• --target-xid TARGET_XID :トランザクション IDを指定する

• --target-lsn TARGET_LSN :ログシーケンス番号（LSN）を指定する - PostgreSQL 10以降が必要

• --target-name TARGET_NAME : pg_create_restore_point(name)関数で以前に作成した名前付き復元ポ
イントを指定します

• --target-immediate：一貫した状態に達すると、リカバリが終了します（つまり、ベースバック
アッププロセスの終わり）

重要: 時間、XID、LSNによるリカバリターゲット!!!バックアップの終わりの後でなければなりません。
バックアップの開始と終了の間の時点に回復する場合は、カタログ内の以前のバックアップから回復する
必要があります。

--exclusiveオプションで、リカバリー対象の直前で停止するか直後で停止するかを指定できます。

Barmanでは、--target-tliオプションを使用して、回復のターゲットタイムラインを指定できます。こ
れは、数値のタイムライン ID、または特別な値 latest（WALアーカイブ内の最新のタイムラインに回復
する場合）および current（バックアップが作成されたときに現在のタイムラインに回復する場合）のい
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ずれかに設定できます。このオプションを省略すると、PostgreSQLバージョン 12以降は latestタイム
ラインに回復し、12未満の PostgreSQLバージョンは currentタイムラインに回復します。「始める前に」
セクションで説明されているように、タイムラインの詳細については、PostgreSQLのドキュメントをご覧
ください。

Barman 2.4では、 --target-actionオプションのサポートが導入され、次の値を受け入れます。

• shutdown : 回復目標に達したら、PostgreSQLをシャットダウンする

• pause：復旧目標に達すると、PostgreSQLが一時停止状態で起動され、ユーザーがインスタンスを
検査できるようになります

• promote：リカバリターゲットに到達すると、PostgreSQLはリカバリを終了し、マスターに昇格し
ます

重要: デフォルトでは、ターゲットアクションは定義されていません（後方互換性のため）。 --target-action
オプションでは、ポイントインタイムリカバリターゲットを指定する必要があります。

上記の設定の詳細については、 PostgreSQL documentation on recovery target settingsを参照してください。

Barman 2.4は、recoverコマンドの--standby-modeオプションも追加します。指定された場合、standby.
signalファイル（PostgreSQL 12から）を作成するか、生成されたリカバリ構成に standby_mode = on

を追加することにより、リカバリされたインスタンスをスタンバイとして適切に構成します。スタンバイ
モードの詳細については、PostgreSQLのドキュメントを参照してください。

19.6.4 BarmanサーバーからWALを取得する

barman recoverコマンドは、オプションで PostgreSQLを構成して、リカバリ中に BarmanからWALを
フェッチできます。これは、

get-wal sectionで説明されているように、 recovery_options

グローバル/サーバー構成オプションを 'get-wal'に設定することで有効になります。 recovery_options

が設定されていないか空の場合、 Barmanは代わりに barman recoverコマンドの実行中にリカバリに必
要なWALをコピーします。

--get-walおよび--no-get-walオプションを使用して、recovery_optionsで定義された動作をオーバー
ライドできます。--get-walを barman recoverとともに使用して、BarmanサーバーからのWALのフェッ
チを有効にするか、 --no-get-walを使用して無効にします。
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19.6.5 圧縮されたバックアップの回復

backup_compressionオプションを使用してバックアップが圧縮されている場合、barman recoverはリ
カバリ時にバックアップを解凍できます。これは多段階のプロセスです。

1.圧縮されたバックアップファイルは、Rsyncを使用してローカルまたはリモートサーバー上のステージ
ングディレクトリにコピーされます。

2.圧縮ファイルがターゲットディレクトリに解凍されます。

3. Barmanによる特別な処理が必要な構成ファイルは、回復先からコピーされ、必要に応じて分析また
は編集され、Rsyncを使用して回復先にコピーされます。

4. バックアップのステージングディレクトリが削除されます。

barmanは展開される環境について何も知らないため、recovery_staging_pathオプションに依存して、
ステージングディレクトリに適切な場所を選択します。

backup_compression オプションを使用している場合は 必要したがって、グローバル/サーバー構成で
recovery_staging_pathを設定するか、* barman recoverコマンドで--recovery-staging-pathオプ
ションを使用します。これらのどちらも行わずに圧縮バックアップを回復しようとすると、Barmanは適切
な場所を推測しようとするのではなく失敗します。

19.7 show-backup

次のコマンドを使用して、特定のサーバーの特定のバックアップで利用可能なすべての情報を取得できます。

barman show-backup <server_name> <backup_id>

show-backupコマンドは、バックアップを識別するためにバックアップ IDのショートカットを受け入れ
ます。
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このセクションでは、いくつかの Barman機能を紹介し、それらの適用性とそれらを使用するために必要
な構成について説明します。

Barman構成で作業して多くのシナリオを作成できるため、このリストは完全ではありません。それにもか
かわらず、一般的なパターンについて話し合うことは役に立ちます。

20.1 バックアップ機能

20.1.1 インクリメンタルバックアップ

Barmanはファイルレベルの増分バックアップを実装します。増分バックアップは、完全定期バックアッ
プの一種であり、特定の PostgreSQLサーバーのカタログで利用可能な最新の完全バックアップからのデー
タ変更のみを保存します。WAL継続的アーカイブによって実装される差分バックアップと混同しないでく
ださい。

注釈: ブロックレベルの増分バックアップは、将来のバージョンで利用可能になります。

重要: 現時点では、 reuse_backupオプションは `postgres`バックアップ方法では使用できません。

Barmanの増分バックアップの主な目標は次のとおりです。

• フルバックアッププロセスにかかる時間を短縮します

• 複数の定期的なバックアップが占有するディスク領域を削減します（データ重複排除）

この機能は rsyncおよび hard linksに大きく依存しているため、基になるオペレーティングシステムとバッ
クアップデータが存在するファイルシステムの両方でサポートされている必要があります。

主な概念は、後続のベースバックアップでは、前回のバックアップ以来変更されていないファイルを共有
し、ディスク使用量の関連する節約につながるということです。これは、VLDBコンテキストと、読み取
り専用の履歴テーブルを高い割合で含むデータベースに特に当てはまります。

Barmanは、barman backupコマンドを透過的に管理する reuse_backupと呼ばれるグローバル/サーバー
オプションを介して増分バックアップを実装します。3つの値を受け入れます。

• off：標準の完全バックアップ（デフォルト）

https://en.wikipedia.org/wiki/Hard_link
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• link：サーバーの最後のバックアップを再利用し、変更されていないファイルのハードリンクを作
成することによる増分バックアップ（バックアップスペースと時間の削減のため）

• copy：サーバーの最後のバックアップを再利用し、変更されていないファイルのコピーを作成する
ことによる増分バックアップ（バックアップ時間の短縮のみ）

最も一般的なシナリオは、次のように reuse_backupを linkに設定することです。

reuse_backup = link

これをグローバルレベルで設定すると、すべてのサーバーの増分バックアップが自動的に有効になります。

最後に、ユーザーは barman backup コマンドの--reuse-backup ランタイムオプションを介して
reuse_backup オプションの設定をオーバーライドできます。同様に、実行時オプションは 3 つの値を
受け入れます：off、link、および copy。たとえば、次のように 1回限りの増分バックアップを実行で
きます。

barman backup --reuse-backup=link <server_name>

20.1.2 帯域幅の使用を制限する

bandwidth_limitオプション（グローバル/サーバーごと）を介して、1秒あたりの最大キロバイト数を指
定することにより、I / O帯域幅の使用を制限できます。デフォルトでは 0、つまり無制限に設定されてい
ます。

重要: bandwidth_limit オプションは `postgres` バックアップ方法でサポートされていますが、 ta-
blespace_bandwidth_limit オプションは `rsync`を使用する場合にのみ使用できます。

複数のテーブルスペースがあり、1つ以上のテーブルスペースでのバックアップ手順の I / Oワークロード
を制限したい場合は、 tablespace_bandwidth_limitオプション（グローバル/サーバーごと）を使用で
きます。

tablespace_bandwidth_limit = tbname:bwlimit[, tbname:bwlimit, ...]

このオプションは、テーブルスペース名と帯域幅制限（キロバイト/秒）で構成されるペアのコンマ区切り
リストを受け入れます。

サーバーをバックアップするとき、Barmanは上記のオプションで既存のテーブルスペースを見つけよう
とします。見つかった場合、指定された帯域幅制限が適用されます。そうでない場合、そのサーバーのデ
フォルトの帯域幅制限が適用されます。
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20.1.3 ネットワーク圧縮

圧縮を使用すると、転送されるデータのサイズを減らすことができます。network_compressionオプショ
ン（global/per server）を使用して有効にできます。

重要: network_compressionオプションは、 postgresバックアップ方法では使用できません。

network_compression = true|false

このオプションを trueに設定すると、ネットワーク転送中のデータ圧縮が有効になります（バックアッ
プとリカバリの両方）。デフォルトでは falseに設定されています。

20.1.4 バックアップ圧縮

Barmanは、pg_basebackupの圧縮機能を使用して、バックアッププロセス中にバックアップデータを圧縮
できます。これは、backup_compression構成オプション（グローバル/サーバーごと）を使用して有効に
できます。

重要: backup_compressionおよびこのセクションで説明する他のオプションは、 rsyncまたは `local-rsync`
バックアップ方法では使用できません。 postgresバックアップ方法のみ。

20.1.5 圧縮アルゴリズム

このオプションを設定すると、pg_basebackupは指定された圧縮アルゴリズムを使用してバックアップを圧
縮します。現在、Barmanでサポートされているアルゴリズムは次のとおりです。gzip lz4および zstd。

backup_compression = gzip|lz4|zstd

Barmanでは、選択した圧縮アルゴリズムのCLIユーティリティをBarmanサーバーと PostgreSQLサーバー
の両方で使用できるようにする必要があります。CLIユーティリティを使用して、圧縮バックアップから
バックアップラベルを抽出し、リカバリ中に PostgreSQLサーバーでバックアップを解凍します。これら
は、Debian、Ubuntu、RedHat、CentOS、および SLESシステムに gzip、lz4、および zstdという名前の
システムパッケージを介してインストールできます。

注釈: Ubuntu 18.04（bionic）では、 lz4ユーティリティは `liblz4-tool`パッケージで利用できます。

注釈: zstdバージョンは 1.4.4以降である必要があります。Debian 10（buster）、Ubuntu 18.04（bionic）および
SLES 12上の `zstd`のシステムパッケージは、以前のバージョンをインストールします - backup_compression
= zstd はこれらのパッケージでは動作しません。
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注釈: lz4および `zstd`は、PostgreSQLバージョン 15以降でのみ使用できます。

重要: backup_compressionを使用している場合は、recovery_staging_pathも設定して、 barman recover が
圧縮されたバックアップを回復できるようにする必要があります。圧縮されたバックアップの回復を参照

詳細については、セクションをご覧ください。

20.1.6 圧縮労働者

このオプションのパラメーターにより、マルチプルのスレッドを使用した圧縮により、圧縮速度が向上し
ます（デフォルトは 0）。

backup_compression_workers = 2

注釈: このオプションは、 zstd 圧縮でのみ使用できます。

注釈: zstd バージョンは 1.5.0以上である必要があります。または、マルチスレッドオプションでコンパイ
ルされた 1.4.4以降。

20.1.7 圧縮レベル

圧縮レベルは、 backup_compression_level オプションを使用して指定できます。これは、
backup_compression で指定された圧縮アルゴリズムでサポートされている整数値に設定する必要
があります。

20.1.8 圧縮場所

PostgreSQLバージョン 15以降で Barmanを使用する場合、サーバー（つまり、PostgreSQLはバックアッ
プを圧縮）またはクライアント（つまり、pg_basebackupはバックアップを圧縮）で圧縮を行うように指定
できます。これは、backup_compression_locationオプションを使用して達成できます。

重要: backup_compression_locationオプションは、PostgreSQL 15以降で実行している場合にのみ使用でき
ます。
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backup_compression_location = server|client

backup_compression_location = serverを使用すると、圧縮作業を PostgreSQLサーバーに移動するこ
とを犠牲にして、バックアップに必要なネットワーク帯域幅を削減できます。

backup_compression_location が server に 設 定 さ れ て い る 場 合 、追 加 の オ プ シ ョ ン
backup_compression_format を plain に設定して、ディスクに書き込む前に pg_basebackup に
データを解凍させることができます。

20.1.9 圧縮フォーマット

backup_compression_format = plain|tar

backup_compression_format が設定されていないか、値が tar の場合、バックアップは圧縮された
tarball としてディスクに書き込まれます。plain および tar フォーマットの説明は、[pg_basebackup
documentation][pg_basebackup-documentation]にあります。

重要: Barman は外部ツールを使用して圧縮バックアップを管理します。 backup_compression および
`backup_compression_format` に応じて Postgres サーバーと Barman サーバーに 1 つ以上のツールをイン
ストールする必要がある場合があります。次の表は、構成に応じて選択するのに役立ちます。

backup_compression backup_compression_formatPostgres server Barman server

gzip plain tar None
gzip tar tar tar
lz4 plain tar, lz4 None
lz4 tar tar, lz4 tar, lz4
zstd plain tar, zstd None
zstd tar tar, zstd tar, zstd

20.1.10 同時バックアップ

通常、バックアップ操作中に、 Barman は_concurrent backup_に PostgreSQL ネイティブ関数
pg_start_backupおよび pg_stop_backupを使用します。 ```` [^ABOUT_CONCURRENT_BACKUP] ````
これは、PostgreSQL 9.6以降のバックアップを取得する推奨される方法です（ただし、PostgreSQL 15ベー
タ版では、関数の名前が pg_backup_startおよび pg_backup_stopに変更されました）。

```` [^ABOUT_CONCURRENT_BACKUP]:````同時バックアップは、_ストリーミングレプリケーションプ
ロトコル_を使用するテクノロジーです（たとえば、pg_basebackupのようなツールを使用します）。

推奨されるバックアップアプローチであるだけでなく、同時バックアップでは、Barmanを使用した次の
アーキテクチャシナリオも可能です。rsyncを使用した、スタンバイサーバーからのバックアップ。
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デフォルトでは、backup_optionsは concurrent_backupに設定されます。バージョン 15より古い Post-
greSQLサーバーで排他的バックアップが必要な場合、ユーザーは backup_optionsを exclusive_backup

に設定する必要があります。

backup_optionsが concurrent_backupに設定されている場合、Barmanはサーバーの同時バックアップ
モードをアクティブにし、次の 2つの簡単なルールに従います。

• ssh_commandは宛先 Postgresサーバーを指す必要があります

• conninfoは、宛先 Postgresデータベース上のデータベースを指す必要があります。

重要: 同時バックアップの場合、現在 Barmanは、完全バックアップの終了WALファイルが実際に出荷
されたかどうかを判断できません-PostgreSQL自分自身がWALファイルが正しくアーカイブされている
ことを確認する排他的バックアップの反対。 BarmanがそのWALファイルを受信してアーカイブするま
で、完全バックアップは一貫していると見なすことができないことに注意してください。 Barman 2.5では、
WAITING_FOR_WALSと呼ばれる新しい状態が導入されました。これは、 check-backupコマンド（ cronコ
マンドによって実行される通常のメンテナンスジョブの一部）によって管理されます。 Barman 2.10から、
barman backupコマンドで `--wait`オプションを使用できます。

20.1.11 スタンバイの同時バックアップ

スタンバイをバックアップする場合、次の configuration options はスタンバイサーバーを指す必要があり
ます。

• conninfo

• streaming_conninfo（backup_method = postgresまたは streaming_archiver = onを使用す
る場合）

• ssh_command（backup_method = rsyncを使用する場合）

次の構成オプションは、プライマリサーバーを指す必要があります。

• primary_conninfo

Barmanは primary_conninfoを使用してプライマリで新しいWALに切り替え、WAL切り替えが自然に
発生するのを待たずにスタンバイに対する同時バックアップを完了できるようにします。

注釈: プライマリで書き込みトラフィックがほとんどまたはまったくないときにスタンバイをバックアッ
プする場合は、 primary_conninfoを設定することが特に重要です。

Barman 3.8.0現在、 primary_conninfoが設定されている場合、サーバーに Barmanオプションを追加で
きます。プライマリのチェックポイント。primary_checkpoint_timeoutオプションは、プライマリサー
バーで設定されている archive_timeoutオプションの値よりも大きい秒数に設定する必要があります。

primary_conninfoが設定されていない場合、バックアップは引き続き実行されますが、プライマリ上の
現在のWALセグメントがバックアップに必要な最新のWALよりも新しくなるまで、バックアップの停止
段階で待機します。
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Barmanは現在、WALファイルとバックアップデータが同じ PostgreSQLサーバーから取得されることを
必要としています。スタンバイがプライマリに昇格した場合、バックアップとWALは引き続き有効です
が、Barman構成を更新して、バックアップの作成とWALの受信に新しいスタンバイを使用するようにで
きます。

WALは、WALストリーミングまたはWALアーカイブのいずれかを使用して、スタンバイから取得でき
ます。WALストリーミングを使用するには、

WALストリーミングセクションの指示に従ってください。

スタンバイからWALアーカイブを使用するには、WAL archiving via archive_commandセクションの指示
に従いますさらにスタンバイサーバーの PostgreSQL構成で archive_mode = alwaysを設定します。

注釈: PostgreSQL 10以前の場合、BarmanはスタンバイでWALストリーミングと有効になっているWAL
アーカイブを同時に処理できません。したがって、WALストリーミングを使用する場合はWALアーカイ
ブを無効にする必要があります。その逆も同様です。これは、PostgreSQL 10以前で生成されたWALが論
理的には同等であるがバイナリレベルで異なる可能性があるため、Barmanは 2つのWALが同一であるこ
とを検出できないためです。

20.1.12 即時チェックポイント

バックアップを開始する前に、Barmanはチェックポイントを要求します。これにより、追加のワークロー
ドが生成されます。通常、そのチェックポイントは PostgreSQLサーバーのワークロード制御の設定に従っ
て調整されます。これは、バックアップが遅延する可能性があることを意味します。

このデフォルトの動作は、 immediate_checkpoint構成グローバル/サーバーオプション（デフォルトで
falseに設定）を介して変更できます。

immediate_checkpointが trueに設定されている場合、PostgreSQLはワークロードを制限しようとせず、
チェックポイントは最大速度で発生し、できるだけ早くバックアップを開始します。

次の 2つのオプションのいずれかを指定して barman backupを発行することにより、いつでも構成オプ
ションの動作をオーバーライドできます。

• --immediate-checkpoint、即時チェックポイントを強制します。

• --no-immediate-checkpoint、チェックポイントが発生するのを強制的に待機します。

20.1.13 ローカルバックアップ

注釈: Barmanと PostgreSQLは同じサーバー上にあり、同じ単一障害点の一部であるため、この機能は実
稼働での使用にはお勧めできません。 EnterpriseDBの一部のお客様は、特定の状況下で、最も重要なこと
には、会社が提供する 24時間年中無休の本番サービスの下で使用するために、ローカルバックアップのサ
ポートを Barmanに追加することをリクエストしています。現在、この機能を使用するには、ソースから
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インストールするか、権限、ロギングおよび cron構成の観点から `postgres`ユーザーの環境をカスタマイ
ズする必要があります。

特別な状況では、Barmanを PostgreSQLインスタンスが存在するのと同じサーバーにインストールし、バッ
クアップデータを PGDATAとは別のボリューム、および該当する場合はテーブルスペースに保存できま
す。通常、これらのボリュームは、NFSなどのファイルシステムを備えたネットワークストレージアプラ
イアンスにあります。

このアーキテクチャは、EnterpriseDBによって承認されていません。RPOと RTOの面でより良い結果を
伴う PostgreSQLのビジネス継続性の強化されたエクスペリエンスのために、EnterpriseDBは、レプリケー
ションと監視の目的で監視ウィットネスサーバのように機能できる Barmanのリモートインストールを使
用したシェアードナッシングアーキテクチャを引き続きお勧めします。

ローカルバックアップの唯一の要件は、Barmanが PostgreSQLサーバーと同じユーザー（通常は postgres

）で実行されることです。コミュニティパッケージはデフォルトで barmanユーザーに Barmanをインス
トールするため、このユースケースでは、以下を含む手動インストール手順が必要です。

• cron構成

• logrotateを含むログ構成

Barmanで特定のサーバーのローカルバックアップを使用するには、backup_methodを local-rsyncに設
定する必要があります。この機能は本質的に同等の rsyncと同じです。これは代わりに SSHに依存し、リ
モートで動作します。local-rsyncを使用すると rsyncコマンドをローカルで発行してファイルシステム
のコピーが実行されます（このため、Barmanは PostgreSQLと同じユーザーで実行する必要があります）。

local-pg13という名前のサーバーのローカルバックアップの構成の抜粋は次のとおりです。

[local-pg13]

description = "Local PostgreSQL 13"

backup_method = local-rsync

...

20.2 アーカイブ機能

20.2.1 WAL圧縮

barman cronコマンドは、構成ファイルで compressionオプションが設定されている場合、WALファイ
ルを圧縮します。このオプションでは、5つの値を使用できます。

• bzip2： Bzip2圧縮用（bzip2ユーティリティが必要）

• gzip：Gzip圧縮用（gzipユーティリティが必要）

• pybzip2： Bzip2圧縮の場合（Pythonの内部圧縮モジュールを使用）

• pygzip：Gzip圧縮の場合（Pythonの内部圧縮モジュールを使用）

• pigz：Pigz圧縮用（pigzユーティリティが必要）
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• custom ：カ ス タ ム 圧 縮 の 場 合 、次 の オ プ シ ョ ン も 設 定 す る 必 要 が あ り ま す 。-
custom_compression_filter：圧縮フィルター

注：pybzip2および pygzipを除くすべてのメソッドでは、新しいプロセスをフォークするために barman

archive-walが必要です。

20.2.2 同期WALストリーミング

Barmanは、同期スタンバイサーバーのようにトランザクションWALファイルを収集することにより、目
標復旧時点をゼロに減らすこともできます。

このようなシナリオを構成するには、 PostgreSQLストリーミング接続を介してWALをアーカイブするよ
うに Barmanサーバーを構成する必要があり、receive-walプロセスは PostgreSQLサーバーの同期スタ
ンバイと見なされる必要があります。

まず、 show-serversコマンドを使用して、 Barman receive-walプロセスのアプリケーション名を取得
する必要があります。

barman@backup$ barman show-servers pg|grep streaming_archiver_name

streaming_archiver_name: barman_receive_wal

次に、アプリケーション名を同期スタンバイとして postgresql.confファイルに追加する必要があります。

synchronous_standby_names = barman_receive_wal

重要: これは構成の一例にすぎません Barmanが同期スタンバイノードとして適格であることを示します。
Barmanのみを使用することは推奨していません。このトピックの詳細については、PostgreSQLドキュメ
ントから Synchronous Replicationを読むことができます。

構成をリロードするには、PostgreSQLサーバーを再起動する必要があります。

サーバーが正しく構成されている場合、 replication-statusコマンドは receive_walプロセスを同期
ストリーミングクライアントとして表示するはずです。

[root@backup ~]# barman replication-status pg

Status of streaming clients for server pg:

Current xlog location on master: 0/9000098

Number of streaming clients: 1

1. #1 Sync WAL streamer

Application name: barman_receive_wal

Sync stage : 3/3 Remote write

Communication : TCP/IP

IP Address : 139.59.135.32 / Port: 58262 / Host: -

User name : streaming_barman

Current state : streaming (sync)

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

Replication slot: barman

WAL sender PID : 2501

Started at : 2016-09-16 10:33:01.725883+00:00

Sent location : 0/9000098 (diff: 0 B)

Write location : 0/9000098 (diff: 0 B)

Flush location : 0/9000098 (diff: 0 B)

20.3 カタログ管理機能

20.3.1 最小限の冗長性の安全性

minimum_redundancyと呼ばれるグローバル/サーバーごとの構成オプションを使用して、PostgreSQLサー
バーの定期バックアップの最小数を定義できます。デフォルトでは 0に設定されています。

この値を 0より大きい任意の数に設定することにより、Barmanは、サーバーカタログに少なくともその数
のバックアップをいつでも持つようにします。

これにより、偶発的な barman delete操作から保護されます。

重要: 保持ポリシー設定が最小冗長要件と競合しないことを確認してください。このトピックに関するメッ
セージについては、Barmanのログを定期的に確認してください。

20.3.2 保持ポリシー

Barmanは、バックアップの保持ポリシーをサポートしています。

バックアップ保持ポリシーは、リカバリ手順のためにバックアップと関連するアーカイブログ（ログ先行
書き込みセグメント）を保持する必要がある期間を決定するユーザー定義のポリシーです。

ユーザーの要求に基づいて、Barmanは、現在の保持ポリシーを満たすために必要な定期バックアップと、
それらのバックアップの完全なリカバリに必要なアーカイブされたWALファイルを保持します。

Barmanユーザーは、バックアップの冗長性（定期的なバックアップの数）またはリカバリウィンドウ（ど
れくらいの期間）の観点から保持ポリシーを定義できます。

冗長性に基づく保持ポリシー

：冗長性ベースの保持ポリシーでは、ユーザーは保持する定期バックアップの数を決定します。冗長性ベー
スの保持ポリシーは、リカバリウィンドウを使用する保持ポリシーとは対照的です。

リカバリーウィンドウに基づく保持ポリシー

：リカバリウィンドウは Barmanバックアップ保持ポリシーの一種です DBAが期間を指定し、Barmanは、
リカバリウィンドウ中の任意の時点へのポイントインタイムリカバリに必要なバックアップおよび/または
アーカイブされたWALファイルの保持を保証します。間隔は常に現在の時刻で終わり、ユーザーが指定
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した日数だけさかのぼります。たとえば、保持ポリシーが 7日間の復旧ウィンドウに設定されており、現
在時刻が金曜日の午前 9時 30分である場合、Barmanは、前の金曜日。

20.3.3 スコープ

保持ポリシーは、以下に対して定義できます。

• PostgreSQL定期ベースバックアップ：retention_policy構成オプションを介して

• アーカイブログ、ポイントインタイムリカバリ用：wal_retention_policy構成オプションを介して

重要: 時間次元では、定期バックアップの時間枠にアーカイブログを含める必要があります。

ここには 2つの一般的なユースケースがあります。完全または部分的なポイントインタイムリカバリです。

フルポイントインタイムリカバリシナリオ：

：ベースバックアップとアーカイブログは同じ保持ポリシーを共有するため、使用可能な最初のバックアッ
プからいつでもリカバリできます。

部分的なポイントインタイムリカバリのシナリオ：

：ベースバックアップリテンションポリシーは、アーカイブログのリテンションポリシーよりも広くなっ
ています。たとえば、ユーザーは過去 6か月の完全な週次バックアップを保持できますが、過去 4週間の
ログはアーカイブできます（最後の 4回の定期的な週次バックアップ）。

重要: 現在、Barmanは、wal_retention_policyオプションを `main`に制限することにより、**フルポイン
トインタイムリカバリ**シナリオのみを実装しています。

20.3.4 それらの仕組み

Barmanのリテンションポリシーは次のとおりです。

• 自動化：barman cronによって強制

• 手動： Barmanは単に古いバックアップを報告し、削除できます

重要: 現在、 Barmanは手動施行を実装していません。この機能は、将来のバージョンで利用可能になり
ます。
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20.3.5 構成と構文

保持ポリシーは、次の構成オプションを使用して定義できます。

• retention_policy：ベースバックアップ保持用

• wal_retention_policy：アーカイブログ保存用

• retention_policy_mode ： auto にのみ設定できます（保持ポリシーは barman cron コマンドに
よって自動的に施行されます）

これらの構成オプションはグローバルレベルとサーバーレベルの両方で定義できるため、ユーザーはマル
チサーバー環境で最大限の柔軟性を発揮します。

retention_policyの構文

retention_policyを介したベースバックアップ保持ポリシーの一般的な構文は次のとおりです。

retention_policy = {REDUNDANCY value | RECOVERY WINDOW OF value {DAYS | WEEKS |␣

↪→MONTHS}}

そこで：

• 構文は大文字と小文字を区別しません

• valueは整数であり、> 0です

• 冗長性保持ポリシーの場合： - valueはサーバーの最小冗長性レベル以上である必要があります（そ
の値が割り当てられていない場合、警告が生成されます）-最初の有効なバックアップは値番目のバッ
クアップです逆順時系列で

• リカバリウィンドウポリシーの場合： -リカバリ可能性のポイントは次のとおりです。逆順の時系
列におけるその値は、サーバーの最小冗長性レベル以上である必要があります（その値に割り当てら
れておらず、警告が生成された場合）

デフォルトでは、 retention_policyは空です（保持は強制されません）。

wal_retention_policyの構文

現在、wal_retention_policyに許可されている値は特別な値 mainのみです。これは、アーカイブログ
の保持ポリシーをベースバックアップの保持ポリシーにマップします。
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20.4 フックスクリプト
Barmanを使用すると、データベース管理者は次の 2つのイベントでフックスクリプトを実行できます。

• バックアップの前後

• バックアップの削除の前後

• WALファイルがアーカイブされる前後

• WALファイルが削除される前後

Barmanが管理できるフックスクリプトは 2種類あります。

• 標準フックスクリプト

• フックスクリプトをリトライ

これら 2種類のフックスクリプトの唯一の違いは、Barmanは標準のフックスクリプトをリターンコードを
チェックせずに 1回のみ実行するのに対し、リトライフックスクリプトはリターンコードに応じて複数回
実行されることです。

具体的には、リトライフックスクリプトを実行すると、Barmanはリターンコードをチェックし、スクリプト
が SUCCESS（標準リターンコード 0）、または ABORT_CONTINUE（リターンコード 62）、または ABORT_STOP

（リターンコード 63）のいずれかを返すまで無期限に再試行します。Barmanは、他のリターンコードを一
時的な障害として扱い、再試行します。ユーザーにはより多くの権限が与えられます。フックスクリプト
は、障害が一時的かどうかを指定することにより、ワークフローを制御できます。また、’pre’フックス
クリプトの場合、 ABORT_STOPを返すことにより、ユーザーは Barmanにメイン操作を失敗して中断する
ように要求できます。

フックスクリプトは次の順序で実行されます。

1.標準の「pre」フックスクリプト（存在する場合）

2. retry’pre’フックスクリプト（存在する場合）

3.実際のイベント（つまり、バックアップオペレーション、またはWALアーカイブ）、リトライ’pre’フッ
クスクリプトが ABORT_STOPで中止されなかった場合

4. retry’post’フックスクリプト（存在する場合）

5.標準の「post」フックスクリプト（存在する場合）

フックスクリプトによって生成された出力は、Barmanのログファイルに書き込まれます。

注釈: 現在、 ABORT_STOP は retry 'post'フックスクリプトで無視されます。これらの場合、追加の警告
をログに記録することを除いて、 ABORT_STOPは `ABORT_CONTINUE`のように動作します。
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20.4.1 バックアップスクリプト

これらのスクリプトは、次のグローバル構成オプションを使用して構成できます（サーバーごとにオーバー
ライドできます）。

• pre_backup_script：ベースバックアップの前に一度だけ実行されるフックスクリプト、終了コー
ドのチェックなし

• pre_backup_retry_script：ベースバックアップの前に実行されるフックスクリプトをリトライし、
成功または中止するまで繰り返し

• post_backup_retry_script：ベースバックアップ後に実行されるフックスクリプトをリトライし、
成功または中止するまで繰り返し

• post_backup_script：ベースバックアップ後に 1回だけ実行されるフックスクリプト、終了コード
のチェックなし

スクリプト定義はシェルに渡され、終了コードを返すことができます。再試行スクリプトの場合にのみ、
Barmanはリターンコードを確認します（ hook script sectionを参照）。

シェル環境には次の変数が含まれます。

・ BARMAN_BACKUP_DIR：バックアップ先ディレクトリ

・ BARMAN_BACKUP_ID：バックアップの ID

• BARMAN_CONFIGURATION： Barmanが使用する構成ファイル

• BARMAN_ERROR：エラーメッセージ、もしあれば（postフェーズの場合のみ）

• BARMAN_PHASE：スクリプトのフェーズ、 preまたは post

• BARMAN_PREVIOUS_ID：以前のバックアップの ID（存在する場合）

• BARMAN_RETRY：リトライスクリプトなら 1、そうでなければ 0

• BARMAN_SERVER：サーバーの名前

• BARMAN_STATUS：バックアップのステータス

• BARMAN_VERSION：Barmanのバージョン

20.4.2 バックアップ削除スクリプト

バージョン 2.4では、バックアップの前後の削除スクリプトが導入されています。

以前のスクリプトと同様に、バックアップ削除スクリプトはグローバル構成オプション内で構成でき、サー
バーごとにオーバーライドできます。

• pre_delete_script：バックアップを削除する前に一度だけ起動されたフックスクリプト、終了コー
ドをチェックせずに

• pre_delete_retry_script：バックアップの削除前に実行されるリトライフックスクリプト、成功
または中止まで繰り返し
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• post_delete_retry_script：バックアップの削除後に実行されるリトライフックスクリプト、成
功または中止まで繰り返し

• post_delete_script：バックアップの削除後に起動されたフックスクリプト、終了コードをチェッ
クせずに 1回のみ

スクリプトはシェルを介して実行され、任意の終了コードを返すことができます。再試行スクリプトの場
合にのみ、Barmanはリターンコードを確認します（上のセクションを参照）。

削除スクリプトは、バックアップスクリプトと同じ環境変数に加えて：

• BARMAN_NEXT_ID：次のバックアップの ID（存在する場合）

20.4.3 WALアーカイブスクリプト

バックアップスクリプトと同様に、アーカイブスクリプトはグローバル構成オプション（サーバーごとに
オーバーライドできます）を使用して構成できます。

• pre_archive_script：WALファイルがメンテナンス（通常 barman cron）によってアーカイブさ
れる前に実行されるフックスクリプト、一度だけ、終了コードのチェックなし

• pre_archive_retry_script：WALファイルがメンテナンス（通常 barman cron）によってアー
カイブされる前に、成功または中止されるまで繰り返し実行されるフックスクリプトをリトライ

• post_archive_retry_script：メンテナンスによってWALファイルがアーカイブされた後に実行
される、リトライフックスクリプト、成功または中止されるまで繰り返し

• post_archive_script：メンテナンスによってWALファイルがアーカイブされた後に 1回だけ実
行されるフックスクリプト、終了コードのチェックなし

スクリプトはシェルを介して実行され、任意の終了コードを返すことができます。再試行スクリプトの場
合にのみ、Barmanはリターンコードを確認します（上のセクションを参照）。

アーカイブスクリプトは、バックアップスクリプトといくつかの環境変数を共有します。

• BARMAN_CONFIGURATION： Barmanが使用する構成ファイル

• BARMAN_ERROR：エラーメッセージ、もしあれば（postフェーズの場合のみ）

• BARMAN_PHASE：スクリプトのフェーズ、 preまたは post

• BARMAN_SERVER：サーバーの名前

次の変数は、アーカイブスクリプトに固有です。

• BARMAN_SEGMENT：WALファイルの名前

• BARMAN_FILE：WALファイルのフルパス

• BARMAN_SIZE：WALファイルのサイズ

• BARMAN_TIMESTAMP：WALファイルのタイムスタンプ

• BARMAN_COMPRESSION：WALファイルに使用される圧縮の種類
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20.4.4 WAL削除スクリプト

バージョン 2.4では、WAL削除スクリプトの前後が導入されています。

他のフックスクリプトと同様に、wal deleteスクリプトはグローバル構成オプションで構成でき、サーバー
ごとにオーバーライドできます。

• pre_wal_delete_script：WALファイル削除前に実行されるフックスクリプト

• pre_wal_delete_retry_script：WALファイルの削除前に実行されるフックスクリプトを、成功
または中止されるまで繰り返しリトライ

• post_wal_delete_retry_script：WALファイルの削除後に実行されるリトライフックスクリプ
ト、成功または中止されるまで繰り返し

• post_wal_delete_script：WALファイル削除後に実行されるフックスクリプト

スクリプトはシェルを介して実行され、任意の終了コードを返すことができます。再試行スクリプトの場
合にのみ、Barmanはリターンコードを確認します（上のセクションを参照）。

WAL削除スクリプトは、WALアーカイブスクリプトと同じ環境変数を使用します。

20.4.5 リカバリースクリプト

バージョン 2.4では、回復前および回復後のスクリプトが導入されています。

前のスクリプトと同様に、回復スクリプトはグローバル構成オプション内で構成でき、サーバーごとにオー
バーライドできます。

• pre_recovery_script：バックアップの回復前に起動されたフックスクリプト、終了コードのチェッ
クなしで 1回のみ

• pre_recovery_retry_script ：バックアップの回復前に実行されるフックスクリプトをリトライ
し、成功または中止するまで繰り返し

• post_recovery_retry_script ：バックアップの回復後に実行されるリトライフックスクリプト、
成功するか中止されるまで繰り返し

• post_recovery_script：バックアップの回復後に一度だけ起動されたフックスクリプト、終了コー
ドのチェックなし

スクリプトはシェルを介して実行され、任意の終了コードを返すことができます。再試行スクリプトの場
合にのみ、Barmanはリターンコードを確認します（上のセクションを参照）。

リカバリスクリプトは、バックアップスクリプトと同じ環境変数に加えて：

• BARMAN_DESTINATION_DIRECTORY：新しいインスタンスが回復されるディレクトリ

• BARMAN_TABLESPACES：テーブルスペースリロケーションマップ（JSON、存在する場合）

• BARMAN_REMOTE_COMMAND：リカバリで使用されるセキュアシェルコマンド（存在する場合）

• BARMAN_RECOVER_OPTIONS：リカバリ追加オプション（JSON、存在する場合）
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20.5 カスタマイズ

20.5.1 ロックファイルディレクトリ

Barmanでは、barman_lock_directoryグローバルオプションを介してロックファイルのディレクトリを
指定できます。

ロックファイルは、グローバルおよびサーバーレベルでの同時作業を調整するために使用されます（たと
えば、cron操作、バックアップ操作、WALアーカイブへのアクセスなど）。

デフォルトでは（下位互換性のため）、 barman_lock_directoryは barman_homeに設定されます。

Tip: ユーザーは、実行時変数データ専用のもの（たとえば、 /var/run/barman）などの揮発性パーティショ
ン内のディレクトリを使用することをお勧めします。

20.5.2 バイナリパス

バージョン 1.6.0現在、Barmanでは、グローバル/サーバーオプション path_prefixを使用して、Barman
が実行可能ファイルを探す 1つ以上のディレクトリを指定できます。

path_prefixが提供されている場合、コロンで区切られた 1つ以上のディレクトリのリストが含まれてい
る必要があります。Barmanは、最初にこれらのディレクトリ内を検索し、次に PATH環境変数で指定され
たディレクトリ内を検索します。

デフォルトでは、 path_prefixオプションは空です。

20.6 クラスター管理システムとの統合
Barmanは、スタンバイサーバー（ストリーミングレプリケーションまたは従来のファイルベースのログ
シッピングを使用）および（https://www.repmgr.org/）[repmgr]のような高可用性ツールとの統合のために
設計されています。

アーキテクチャの観点からは、WALファイルを Barmanサーバーに直接アーカイブするように PostgreSQL
を構成する必要があります。Barmanは、 get-walフレームワークのおかげで、WALハブとして使用する
こともできます。この目的のために、すべてのスタンバイサーバーで barman-cliパッケージの一部であ
る barman-wal-restoreスクリプトを使用できます。

replication-statusコマンドを使用すると、管理対象サーバー、特にホットスタンバイサーバーとWAL
ストリーマーに接続されているストリーミングクライアントに関する情報を取得できます。
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20.7 パラレルジョブ
デフォルトでは、Barmanはバックアップとリカバリの両方の操作中にファイルのコピーに 1つのワーカー
のみを使用します。バージョン 2.2以降、ファイルコピーを実行するワーカーの数をカスタマイズできま
す。この場合、コピーされるファイルはすべての並列ワーカーに均等に分散されます。

グローバルおよびサーバースコープで構成でき、対応する構成ファイルにこれらを追加します。

parallel_jobs = n

ここで、 nは、ファイルコピー操作で使用される並列ワーカーの目的の数です。デフォルト値は 1です。

いずれの場合も、ユーザーは backupまたは recoverコマンドを実行するときに、実行時にこの値をオー
バーライドできます。たとえば、次のように 4つのパラレルワーカーを使用できます。

barman backup --jobs 4 server1

または、代わりに：

barman backup --j 4 server1

この並列ジョブ機能は、 rsync /SSHで構成されたサーバーでのみ使用可能であることに注意してくださ
い。ストリーミングプロトコルを介して構成されたサーバーの場合、Barmanは pg_basebackupに依存し
ますこれは現在 1つのワーカーのみに制限されています。

20.7.1 パラレルジョブと sshd MaxStartups

Barmanは、SSHサーバーで許可されている同時非認証接続の最大数を超えないようにするために、並列
Rsyncジョブが開始されるレートを制限します。この最大値は sshdパラメーター MaxStartupsによって
定義されます - MaxStartupsを超える接続が作成されたがまだ認証されていない場合、SSHサーバーは接
続の一部またはすべてをドロップし、バックアップまたはリカバリが失敗する可能性があります。

ほとんどのプラットフォームで sshd MaxStartupsのデフォルト値は 10です。したがって、Barmanは 10
のバッチで並列ジョブを開始し、1秒間に複数のジョブのバッチを開始しません。これにより、毎秒 10ジョ
ブの実効レート制限が得られます。

この制限は、次の 2つの構成オプションを使用して変更できます。

・ parallel_jobs_start_batch_size：1バッチで起動する並列ジョブの最大数。

• parallel_jobs_start_batch_period：ジョブの単一のバッチが開始される秒単位の時間。

たとえば、2秒以内に 5つ以下の新しい Rsyncジョブが作成されないようにするには：

parallel_jobs_start_batch_size = 5

parallel_jobs_start_batch_period = 2

構成オプションは、 barman backupおよび barman recoverコマンドの両方で次の引数を使用してオー
バーライドできます。
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• --jobs-start-batch-size

• --jobs-start-batch-period

20.8 地理的冗長性
Barmanを使用してカスケードバックアップアーキテクチャをセットアップすることが可能です。バック
アップサーバーのソースは、PostgreSQLサーバーではなく Barmanインストールです。

この機能により、ユーザーは PostgreSQLバックアップの地理的に分散したコピーを透過的に保持できます。

Barmanの専門用語では、PostgreSQLサーバーではなく Barmanインストールに接続されているバックアッ
プサーバーはパッシブノードと定義されています。パッシブノードは primary_ssh_commandオプション
を介して構成され、グローバル（プライマリ Barmanインストールのフルレプリカの場合）およびサーバー
レベル（直接サーバーとパッシブサーバーの両方を持つ混合シナリオの場合）の両方で使用できます。

20.8.1 同期情報

barman sync-infoコマンドは、同期の目的に役立つ Barmanサーバーの現在のステータスに関する情報
を収集するために使用されます。使用可能な構文は次のとおりです。

barman sync-info [--primary] <server_name> [<last_wal> [<last_position>]]

このコマンドは、以下を含む JSONオブジェクトを返します。

• そのサーバーのステータス DONEを持つすべてのバックアップのマップ

• アーカイブされたすべてのWALファイルのリスト

• サーバーの構成

• 最後に読み取った位置（xlogデータベースファイル内）

• 最後に読み取ったWALファイルの名前

JSON応答には、 masterと passiveノード間の同期に必要なすべての情報が含まれています。

--primaryが指定されている場合、コマンドはローカルではなく、定義されたプライマリノードで実行さ
れます。

20.8.2 構成

サーバーを passive nodeとして構成するのは簡単な操作です。サーバー構成に次のオプションを追加す
るだけです。

primary_ssh_command = ssh barman@primary_barman
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このオプションは、プライマリサーバーへの SSH接続パラメーターを指定し、パッシブサーバーのバック
アップデータのソースを識別します。

-c/--configオプションで barmanを呼び出しており、パッシブノードがプライマリノードで barmanを呼
び出すときに同じオプションを使用する場合は、次のオプションを追加します。

forward_config_path = true

20.8.3 ノード同期

ノードが passiveとしてマークされている場合、Barmanによって特別な方法で扱われます。

• 標準保守作業から除外されます

• barman backupを含む、PostgreSQLへの直接操作は禁止されています

パッシブサーバーとそのプライマリ間の同期は、透過的に以下を呼び出す barman cronによって自動的に
管理されます。

1. barman sync-info --primary、同期情報を収集するため

2. barman sync-backup、プライマリノードで利用可能なすべてのバックアップのローカルコピーを
作成するため

3. barman sync-wals、プライマリノードで利用可能なすべてのWALファイルをローカルにコピーす
るため

20.8.4 手動同期

barman cronはパッシブ/プライマリノードの同期を自動的に管理しますが、次の方法でバックアップの同
期を手動でトリガーできます。

barman sync-backup <server_name> <backup_id>

sync-backup barmanを起動すると、primary_ssh_commandを使用してマスターサーバーに接続し、バック
アップがリモートマシンに存在する場合、rsyncを使用してすべてのファイルのコピーを開始します。バッ
クアップごとに許可される同期プロセスは 1つだけです。

WALファイルは、以下を介して同期することもできます。

barman sync-wals <server_name>
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20.9 クラウドスナップショットのバックアップ
スナップショットバックアップは、クラウドストレージボリュームの 1つ以上のスナップショットで構成
されるバックアップです。

次のいずれかのコマンドを使用して、
suitable PostgreSQL serverのスナップショットバックアップを作成できます。

• BarmanサーバーがWALとバックアップメタデータの保存に使用されている場合、required configuration
operations for snapshotsを伴う barman backup。

• Barmanサーバーがなく、代わりにWALとバックアップメタデータにクラウドオブジェクトストア
が使用されている場合、必要な command line argumentsを含む barman-cloud-backup。

20.9.1 スナップショットバックアップの詳細

スナップショットバックアップを作成するための高レベルのプロセスは次のとおりです。

1. Barmanは、一連のプリフライトチェックを実行して、スナップショットオプション、インスタンス、
ディスクを検証します。

2. Barmanは、 PostgreSQL backup APIを使用してバックアップを開始します。

3.クラウドプロバイダー APIを使用して、指定された各ディスクのスナップショットをトリガーします。
Barmanは、スナップショットがアプリケーションの一貫性を保証するために必要な状態に達するまで待っ
てから、次のディスクに進みます。

4.各ディスクのデバイス名など、追加のプロバイダー固有のデータは、バックアップメタデータに保存さ
れます。

5. 各ディスクのマウントポイントとマウントオプションは、バックアップメタデータに保存されます。

6. Barmanは、PostgreSQLバックアップ APIを使用してバックアップを停止します。

クラウドプロバイダー API呼び出しは、バックアップコマンドが実行されるノードで行われます。これは
Barmanサーバー（barman backupを使用する場合）または PostgreSQLサーバー（barman-cloud-backup

を使用する場合）のいずれかになります。

次のプリフライトチェックは、各バックアップの前、およびスナップショットバックアップ用に構成され
たサーバーに対して barman checkが実行されたときにも実行されます。

・ snapshot_instanceで指定されたコンピュートインスタンスと、プロバイダー固有の引数が存在する
こと。

・ snapshot_disksで指定されたディスクが存在すること。

• snapshot_disksで指定されたディスクが snapshot_instanceに接続されています。

・ snapshot_disksで指定されたディスクを snapshot_instanceにマウントします。
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20.9.2 スナップショットバックアップからのリカバリ

Barmanは現在、スナップショットバックアップからの完全に自動化されたリカバリを実行しません。これ
は、スナップショットからの復旧には新しいインフラストラクチャのプロビジョニングと管理が必要であ
り、Terraformなどの専用のコードとしてのインフラストラクチャソリューションでより適切に処理される
ためです。

ただし、 barman recoverコマンドは、スナップショットリカバリインスタンスの検証、安全でないオプ
ションの PostgreSQL構成のチェックなどのリカバリ後のタスクの実行、必要な PITRオプションの設定に
引き続き使用できます。また、backup_labelファイルを所定の場所にコピーし（バックアップラベルはボ
リュームスナップショットのいずれにも保存されないため）、必要なWAL間でコピーします（--get-wal

リカバリオプションが使用されない限り、フェッチするように PostgreSQL restore_commandを構成しま
すWAL）。

barman-cloud-backupで作成されたバックアップを復元する場合、barman recoverの代わりに、より制
限されたスナップショットの barman-cloud-restoreコマンドを使用する必要があります。

スナップショットバックアップからのリカバリは、次の手順で構成されます。

1. バックアップ中に作成されたスナップショットごとに新しいディスクをプロビジョニングします。

2. バックアップメタデータに従って、手順 1でプロビジョニングした各ディスクが接続およびマウント
されるコンピューティングインスタンスをプロビジョニングします。

3. barman recoverまたはスナップショットの barman-cloud-restoreコマンドを使用して、リカバリを検
証および終了します。

手順 1と 2は、既存のコードとしてのインフラストラクチャシステムで処理するのが最適ですが、手動ま
たはカスタムスクリプトを使用してこれらの手順を実行することもできます。

これらの手順を実行する際には、次のリソースが役立つ場合があります。

• recovery script for GCPの例。

• runbook for Azureの例。

上記のリソースはバックアップ/リカバリ環境を想定したものであり、さらにカスタマイズしない限り、本
番環境での使用に適していると考えないでください。

リカバリインスタンスがプロビジョニングされ、バックアップスナップショットからクローン作成された
ディスクがアタッチおよびマウントされたら、次の追加の引数を指定して barman recoverを実行します。

• --remote-ssh-command：リカバリインスタンスへのログインに必要な sshコマンド。

• --snapshot-recovery-instance：クラウドプロバイダーが要求するリカバリインスタンスの名前。

• スナップショットプロバイダーに固有の追加の引数。

例：

barman recover SERVER_NAME BACKUP_ID REMOTE_RECOVERY_DIRECTORY \

--remote-ssh-command ssh USER@HOST \

--snapshot-recovery-instance INSTANCE_NAME
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Barmanは、バックアップがスナップショットバックアップであることを自動的に検出し、接続されたディ
スクがそのバックアップのスナップショットからクローンされたことを確認します。Barmanは、バック
アップラベルとWALを所定の場所にコピーし、PostgreSQL構成で必要な回復オプションを設定すること
により、回復のために PostgreSQLを準備します。

gcpプロバイダーでは、次の追加の barman recover引数を使用できます。

• --gcp-zone：リカバリインスタンスが配置されているアベイラビリティーゾーンの名前。提供され
ない場合、Barmanはサーバー構成で設定された gcp_zoneの値を使用します。

azureプロバイダーでは、次の追加の barman recover引数を使用できます。

・ --azure-resource-group ：リカバリインスタンスが属するリソースグループ。提供されない場合、
Barmanはサーバー構成で設定された azure_resource_groupの値を使用します。

awsプロバイダーでは、次の追加の barman recover引数を使用できます。

• --aws-region：リカバリインスタンスが配置されているAWSリージョン。提供されない場合、Barman
はサーバー構成で設定された aws_regionの値を使用します。

スナップショットバックアップをリカバリする場合、次の barman recover引数/ config変数は使用できな
いことに注意してください。

Command argument Config variable .

--bwlimit bandwidth_limit
--jobs parallel_jobs
--recovery-staging-path recovery_staging_path
--tablespace N/A

20.9.3 スナップショットバックアップのバックアップメタデータ

リカバリディスクとインスタンスが infrastructure-as-code、アドホックオートメーション、または手動のい
ずれでプロビジョニングされているかにかかわらず、Barmanにクエリを実行して、特定のバックアップに
必要なスナップショットを見つける必要があります。これは、バックアップ内の各スナップショットの詳
細を提供する barman show-backupを使用して実現できます。例：

$ barman show-backup primary 20230123T131430

Backup 20230123T131430:

Server Name : primary

System Id : 7190784995399903779

Status : DONE

PostgreSQL Version : 140006

PGDATA directory : /opt/postgres/data

Snapshot information:

provider : gcp

project : project_id

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

device_name : pgdata

snapshot_name : barman-av-ubuntu20-primary-pgdata-20230123t131430

snapshot_project : project_id

Mount point : /opt/postgres

Mount options : rw,noatime

device_name : tbs1

snapshot_name : barman-av-ubuntu20-primary-tbs1-20230123t131430

snapshot_project : project_id

Mount point : /opt/postgres/tablespaces/tbs1

Mount options : rw,noatime

--format=jsonオプションは、外部ツールと統合するときに使用できます。例：

$ barman --format=json show-backup primary 20230123T131430

...

"snapshots_info": {

"provider": "gcp",

"provider_info": {

"project": "project_id"

},

"snapshots": [

{

"mount": {

"mount_options": "rw,noatime",

"mount_point": "/opt/postgres"

},

"provider": {

"device_name": "pgdata",

"snapshot_name": "barman-av-ubuntu20-primary-pgdata-20230123t131430",

"snapshot_project": "project_id"

}

},

{

"mount": {

"mount_options": "rw,noatime",

"mount_point": "/opt/postgres/tablespaces/tbs1"

},

"provider": {

"device_name": "tbs1",

"snapshot_name": "barman-av-ubuntu20-primary-tbs1-20230123t131430",

"snapshot_project": "project_id",

}

}

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

]

}

...

barman-cloud-backupで取得したバックアップには、barman-cloud-backup-listとともに使用してク
ラウドオブジェクトストア内のバックアップメタデータを照会できる類似の barman-cloud-backup-showコ
マンドがあります。

snapshots_info/provider_info および snapshots_info/snapshots/*/provider で利用可能なメタ
データは、次のセクションで説明するように、クラウドプロバイダーによって異なります。

20.9.4 GCPプロバイダー固有のメタデータ

snapshots_info/provider_infoでは、次のフィールドを使用できます。

• project：バックアップとリカバリに関連するリソースを所有するプロジェクトの GCPプロジェク
ト ID。

snapshots_info/snapshots/*/providerでは、次のフィールドを使用できます。

• device_name：バックアップ時にスナップショットのソースディスクがバックアップ VMに接続さ
れた短いデバイス名。

• snapshot_name：スナップショットの名前。

• snapshot_project：スナップショットを所有する GCPプロジェクト ID。

20.9.5 Azureプロバイダー固有のメタデータ

snapshots_info/provider_infoでは、次のフィールドを使用できます。

• subscription_id：バックアップとリカバリに関連するリソースを所有するAzureサブスクリプショ
ン ID。

・ resource_group：バックアップに関わるリソースが属する Azureリソースグループ。

snapshots_info/snapshots/*/providerでは、次のフィールドを使用できます。

• location：スナップショットが取得されたディスクの Azureの場所。

・ lun：バックアップ時にスナップショットが取得されたディスクを識別する LUN。

• snapshot_name：スナップショットの名前。
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20.9.6 AWSプロバイダー固有のメタデータ

snapshots_info/provider_infoでは、次のフィールドを使用できます。

• account_id：バックアップの作成に使用されたリソースを所有する AWSアカウントの ID。

• region：バックアップに関連するリソースが配置される AWSリージョン。

snapshots_info/snapshots/*/providerでは、次のフィールドを使用できます。

・ device_name：バックアップ時にバックアップ VMで複製元ディスクがマッピングされたデバイス。

• snapshot_id：AWSによって割り当てられたスナップショットの ID。

• snapshot_name：スナップショットの名前。
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第21章 Barman client utilities ( barman-cli)

以前は別のオープンソースプロジェクトでしたが、 barman-cliはバージョン 2.8以降 Barmanのコアに
マージされ、RPM / Debianパッケージとして配布されます。 barman-cliには、PostgreSQLサーバーと一
緒にインストールするための推奨されるクライアントユーティリティのセットが含まれています。

• barman-wal-archive：「barman-wal-archiveを介したWALアーカイブ」セクションで説明され
ているように、archive_commandとして使用されるアーカイブスクリプト。

• barman-wal-restore：上記の「get-wal」セクションで説明されているように、スタンバイおよび
リカバリサーバーで restore_commandリカバリオプションの一部として使用されるWAL復元スク
リプト。

詳細については、特定のマニュアルページまたは--helpオプションを参照してください。

21.1 インストール
Barmanクライアントユーティリティは、通常、PostgreSQLがインストールされている場所にインストー
ルされます。プライマリまたはスタンバイであるすべての PostgreSQLサーバーに barman-cliパッケージ
をインストールすることをお勧めします。

リポジトリをインストールするには、メインの「インストール」セクションを参照してください。

RedHat / CentOSシステムにパッケージをインストールするには、 rootとして次のように入力します。

yum install barman-cli

Debian/Ubuntuでは、 rootユーザーとして次のように入力します。

apt-get install barman-cli
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第22章 Barman client utilities for the Cloud (
barman-cli-cloud)

Barmanクライアントユーティリティが拡張され、オブジェクトストレージ統合をサポートし、WALファ
イルとバックアップをサポートされているクラウドプロバイダーに中継することにより、PostgreSQLデー
タベースのディザスターリカバリー機能を強化します。

サポートされているクラウドプロバイダーは次のとおりです。

• AWS S3（または S3互換のオブジェクトストア）

• Azure Blobストレージ

• Google Cloud Storage（Rest API）

これらのユーティリティは barman-cli-cloud RPM / Debianパッケージで配布され、PostgreSQLサーバー
と一緒にインストールできます。

• barman-cloud-wal-archive：archive_commandとして使用され、Barmanサーバーをバイパスし
てWALファイルをクラウドストレージに直接出荷するアーカイブスクリプト。または、WALアー
カイブ用のフックスクリプトとして（pre_archive_retry_script）;

• barman-cloud-wal-restore：restore_commandとして使用して、Barmanサーバーをバイパスし
てクラウドストレージからWALファイルを取得し、PostgreSQLスタンバイに直接保存するスクリ
プト。

• barman-cloud-backup：PostgreSQLサーバーで直接ローカルバックアップを取得し、Barmanサー
バーをバイパスして、サポートされているクラウドプロバイダーに配送するために使用されるバック
アップスクリプト。または、バーテンダーのバックアップをクラウドにコピーするためのフックスク
リプトとして（post_backup_retry_script)

• barman-cloud-backup-delete：barman-cloud-backupで取られた 1つ以上のバックアップをク
ラウドストレージから削除し、関連するWALを削除するために使用されるスクリプト。

• barman-cloud-backup-keep：クラウドストレージ内のバックアップにアーカイブバックアップと
してフラグを付けるために使用されるスクリプト-そのようなバックアップは、適用される保持ポリ
シーに関係なく、永久に保持されます。

• barman-cloud-backup-list：クラウドストレージからbarman-cloud-backupで撮影されたBarman
バックアップの内容をリストするために使用されるスクリプト。

• barman-cloud-backup-show：barman-cloud-backupで取られた Barmanバックアップのメタデー
タを表示するために使用されるスクリプト。

• barman-cloud-restore：クラウドストレージから barman-cloud-backupで直接取得したバック
アップを復元するために使用されるスクリプト。
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これらのコマンドには、使用するクラウドプロバイダーの適切なライブラリが必要です。

• AWS S3：（https://github.com/boto/boto3）[boto3]

• Azure Blob Storage：（https://docs.microsoft.com/en-us/python/api/azure-storage-blob/?view=
azure-python）[azure-storage-blob] お よ び（ オ プ シ ョ ン で ）（https ://docs.microsoft.com/en-
us/python/api/azure-identity/?view=azure-python）[azure-identity]

• Google Cloud Storage：（https://cloud.google.com/storage/docs/reference/libraries）[google-cloud-storage]

aws-s3クラウドプロバイダーの資格情報をセットアップする方法については、
Credentialsを参照してください。

azure-blob-storageクラウドプロバイダーの資格情報については、
Environment variables for authorization parameters

を参照してください。次の環境変数がサポートされています：AZURE_STORAGE_CONNECTION_STRING 、
AZURE_STORAGE_KEY、および AZURE_STORAGE_SAS_TOKEN。--credentialオプションを使用して、Azure
Active Directoryを介して認証するために、 azure-cliまたは managed-identity資格情報を指定するこ
ともできます。

22.1 インストール
クラウド用の Barmanクライアントユーティリティは、Barmanをバイパスしてクラウドプロバイダーに直
接バックアップする PostgreSQLサーバーにインストールする必要があります。

barman-cloud-backupおよび/または barman-cloud-wal-archiveをフックスクリプトとして使用する場
合は、Barmanサーバーに barman-cli-cloudパッケージをインストールすることもできます。

リポジトリをインストールするには、メインの「インストール」セクションを参照してください。

RedHat / CentOSシステムにパッケージをインストールするには、 rootとして次のように入力します。

yum install barman-cli-cloud

Debian/Ubuntuでは、 rootユーザーとして次のように入力します。

apt-get install barman-cli-cloud

22.2 barman-cloudフックスクリプト
上記のように、 Barmanサーバーに barman-cli-cloudパッケージをインストールします。

次の Barmanバックアップフレーバーのポストバックアップスクリプトとして barman-cloud-backupを
使用できます。

• backup_method = rsyncで取られたバックアップ。

• backup_compressionが使用されていない backup_method = postgresで取られたバックアップ。
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そのためには、 Barmanのサーバー構成に以下を追加します。

post_backup_retry_script = barman-cloud-backup [ *OPTIONS* ] *DESTINATION_URL* $

↪→{BARMAN_SERVER}

警告: フックスクリプトとして実行する場合 barman-cloud-backupでは、バックアップのステータスが
DONEである必要があり、バックアップが他のステータスである場合は失敗します。このため、バッ
クアップのステータスが `WAITING_FOR_WALS`であるときにフックスクリプトが実行されないよう
に、 -w / --wait オプションを使用してバックアップを実行することをお勧めします。

以下を PostgreSQLサーバーの Barman構成に追加して、barman-cloud-wal-archiveを pre WALアーカ
イブスクリプトとして構成します。

pre_archive_retry_script = barman-cloud-wal-archive [ *OPTIONS* ] *DESTINATION_URL*

↪→${BARMAN_SERVER}

22.3 クラウドプロバイダーの選択
--cloud-providerオプションを使用して、バックアップとWALのクラウドプロバイダーを選択します。
これは、次のいずれかに設定できます。

• aws-s3 [デフォルト] : AWS S3または S3互換のオブジェクトストア。

• azure-blob-storage : Azure Blob Storageサービス。

• google-cloud-storage : Google Cloud Storageサービス。

22.4 プロバイダー別の特異性

22.4.1 Google Cloud Storage

22.4.2 セットアップ

google_storage_client依存関係が必要になります。

pip3 install google-cloud-storage

資格情報を設定するには：

• Create a service account

そして、サービスアカウントキーを作成します。

*バケットのアクセス権を設定します。
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バケットのサービスアカウントに Storage Admin Roleを付与することをお勧めします。

※ barman_cloud利用時、バケットが存在しない場合は作成されます。デフォルトオプションは、バケット
の作成に使用されます。バケットに特定のオプション（リージョン、ストレージクラス、ラベル）を含め
る必要がある場合は、必要なものすべてに一致するようにバケットを作成および設定することをお勧めし
ます。

• env variable GOOGLE_APPLICATION_CREDENTIALS をサービスアカウントキーファイルパスに設定し
ます。

postgres（archive_commandまたは restore_command）から barman cloudを実行している場合は、postgres
環境ファイルに GOOGLE_APPLICATION_CREDENTIALSを設定することを忘れないでください。

22.4.3 使用法

一部の詳細は、すべての barman cloudコマンドに固有です。

• Google Cloud Storage--cloud-provider=google-cloud-storageを選択

• SOURCE_URLは、gsと httpsの両方の形式をサポートします。例：

gs://BUCKET_NAME/path

or

https://console.cloud.google.com/storage/browser/BUCKET_NAME/path

22.4.4 使用法

一部の詳細は、すべての barman cloudコマンドに固有です。

• Google Cloud Storage--cloud-provider=google-cloud-storageを選択

• SOURCE_URLは、gsと httpsの両方の形式をサポートします。例：

gs://BUCKET_NAME/path

or

https://console.cloud.google.com/storage/browser/BUCKET_NAME/path

22.5 barman-cloudとスナップショットのバックアップ
barman-cloudクライアントユーティリティは、クラウドオブジェクトストアにアップロードする代わりに、
クラウドスナップショットを使用してバックアップを作成および管理するために使用することもできます。

この方法で barman-cloudを使用する場合、バックアップデータはクラウドプロバイダーによってボリュー
ムスナップショットとして保存され、WALと backup_labelを含むバックアップメタデータはクラウドオブ
ジェクトストレージに保存されます。
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前提条件は same as for snapshot backups using Barmanで、barman-cloudが使用する資格情報は、オブジェ
クトストアに対して読み取り/書き込み/更新操作を実行できる必要があるという追加要件があります。

22.5.1 スナップショット用の barman-cloud-backup

barman-cloudでスナップショットバックアップを作成するには、barman-cloud-backupに次の追加引数
を指定します。

• --snapshot-disk（複数のディスクに複数回使用できます）

• --snapshot-instance

--cloud-providerが google-cloud-storageの場合、次の引数も必要です。

• --gcp-project

• --gcp-zone

--cloud-providerが azure-blob-storageの場合、次の引数も必要です。

• --azure-subscription-id

• --azure-resource-group

--cloud-providerが aws-s3の場合、次のオプションの引数を使用できます。

• --aws-profile

• --aws-region

クラウドスナップショットが要求された場合、次のオプションは barman-cloud-backupで使用できません。

• --bzip2、--gzipまたは--snappy

• --jobs

バックアップが作成されると、barman-cloud-backup-deleteや barman-cloud-backup-keepなどの標
準の barman-cloudコマンドを使用して管理できます。

22.5.2 スナップショットの barman-cloud-restore

barman-cloudを使用してスナップショットバックアップから回復するプロセスは、
barman backupsのプロセスと非常に似ていますが、リカバリインスタンスがプロビジョニングされ
たら、

barman recover の代わりに barman-cloud-restore を実行する必要があります。これは、 barman

recover と同じリカバリ前チェックを実行し、バックアップラベルをリカバリインスタンスの所定の場
所にコピーします。

リカバリインスタンスのプロビジョニングに必要なスナップショットメタデータは、
barman-cloud-backup-showを使用してクエリできます。
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オブジェクトが保存されたバックアップで barman-cloud-restoreを使用する場合と同様に、このコマン
ドは PostgreSQLをリカバリ用に準備しないことに注意してください。PostgreSQLの起動前に必要な PITR
オプション、カスタム restore_command値、またはWALファイルは、手動または外部ツールで処理する
必要があります。

クラウドスナップショットで作成されたバックアップを復元するときは、次の追加引数を
barman-cloud-restoreとともに使用する必要があります。

• --snapshot-recovery-instance

gcpプロバイダーには、次の追加の引数が必要です。

• --gcp-zone

azureプロバイダーには、次の追加の引数が必要です。

• --azure-resource-group

aws-s3プロバイダーでは、次の追加引数を使用できます。

• --aws-region

クラウドスナップショットバックアップを復元する場合、 --tablespace オプションは
barman-cloud-restoreと一緒に使用できません。
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第23章 Troubleshooting

23.1 Barmanインストールを診断する
次を使用して、構成されているすべてのサーバーのステータスに関する重要な情報を収集できます。

barman diagnose

diagnoseコマンド出力は barmanサーバーの完全なスナップショットであり、グローバル構成、SSHバー
ジョン、Pythonバージョン、rsyncバージョン、PostgreSQLクライアントバージョン、すべてのサーバー
の現在の構成とステータスなどの有用な情報を提供します。

diagnoseコマンドは、Barmanインストールのステータスに関するグローバルなビューを提供するため、
問題のトラブルシューティングに非常に役立ちます。

23.2 助けを求める
Barmanは広範囲に文書化されていますが、カバーされていないシナリオがたくさんあります。

Barmanと Barmanを使用したディザスターリカバリーシナリオに関する質問については、コミュニティ
メーリングリストを使用して開発チームに連絡できます。

https://groups.google.com/group/pgbarman

または freenodeの IRCチャンネル：irc://irc.freenode.net/barman

バグを発見した場合は、GitHubを使用してチケットを開くことができます。https://github.com/EnterpriseDB/
barman/issues

EnterpriseDBは、24時間年中無休のサービスを含む、Barmanに専門的なサポートを提供します。

23.2.1 バグの送信

Barmanは広範囲にテストされており、現在いくつかの本番環境で使用されています。ただし、他のソフト
ウェアと同様に、Barmanにはバグがありません。

バグを発見した場合は、次の手順に従ってください。

• barman diagnoseコマンドを実行します

• 上記の診断コマンド（barman diagnose）で取得した出力を添付することにより、GitHub issueト
ラッカーを介してバグを報告します

https://groups.google.com/group/pgbarman
irc://irc.freenode.net/barman
https://github.com/EnterpriseDB/barman/issues
https://github.com/EnterpriseDB/barman/issues
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警告: セキュリティの観点から危険な可能性がある情報を開示する可能性があるため、診断コマンド
の出力を送信するときは注意してください。
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第24章 The Barman project

24.1 サポートとスポンサーの機会
Barmanはフリーソフトウェアで、EnterpriseDBによって作成およびメンテナンスされています。Barman
の使用に関するサポートが必要な場合、または新機能が必要な場合は、EnterpriseDBに連絡してください。
オープンソースとして一般公開される Barmanと PostgreSQLの新機能の開発を後援できます。

詳細については、次のWebサイトをご覧ください。

• Barman website

• Support section

• EnterpriseDB website

• Barman FAQs

• 2ndQuadrant blog: Barman

24.2 Barmanへの貢献
EnterpriseDBには、ソフトウェアエンジニア、アーキテクト、データベース管理者、システム管理者、QA
エンジニア、開発者、マネージャーのチームがおり、バーマンのコードを改善するために時間と専門知識を
捧げています。私たちはソフトウェア開発にリーンでアジャイルな方法論を採用しており、クロスファン
クショナルコラボレーションを通じて厳格なテスト手順を実装できる devops文化を信じています。Barman
のすべてのコミットは、生産パイプラインのさまざまな段階にある複数の個人の貢献です。

これは Barmanを開発するための推奨される方法ですが、次の限り、外部の開発者からのパッチを喜んで
受け入れます。

• ユーザードキュメント（チュートリアルとマニュアルページ）が提供されています。

• ソースコードが適切に文書化され、関連するコメントが含まれています。

• 提供されたコードは単体テストの対象です。

• 無関係な機能が侵害または破損していません。

• ソースコードは現在のマスターブランチに基づいています。

• コミットとプルリクエストは単一の機能に制限されています（マルチ機能のパッチはテストとレビュー
が困難です）。

• ユーザーインターフェースの変更は、EnterpriseDBと事前に議論されます。

https://www.pgbarman.org/
https://www.pgbarman.org/support/
https://www.enterprisedb.com/
https://www.pgbarman.org/faq/
https://blog.2ndquadrant.com/tag/barman/
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また、貢献には、著作権の譲渡と、開発者の雇用主からの委託仕事の所有権の請求の免責事項を提供する
必要があります。

この目的には、GitHubのプルリクエストシステムを使用できます。

24.3 著者
アルファベット順：

*アビジット・メノンセン

*ディディエ・ミシェル

*マイケルウォレス

過去の貢献者（アルファベット順）：

• Anna Bellandi（QA /テスト）

• Britt Cole（ドキュメントレビュアー）

• Carlo Ascani（開発者）

• Francesco Canovai（QA /テスト）

・ガブリエレ・バルトリーニ（建築家）

• Gianni Ciolli（QA /テスト）

• Giulio Calacoci（開発者）

*ジュゼッペブロッコロ（開発者）

• Jane Threefoot（開発者）

• Jonathan Battiato（QA /テスト）

• Leonardo Cecchi（開発者）

• Marco Nenciarini（プロジェクトリーダー）

• ニッコロ・フェイ（QA /テスト）

• Rubens Souza（QA /テスト）

• Stefano Bianucci（開発者）
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24.4 リンク
• check-barman： Barmanの Nagiosプラグイン、 Holger Hamann著（MITライセンス）

• puppet-barman：Puppet（GPL）の Barmanモジュール

• Tutorial on "How To Back Up, Restore, and Migrate PostgreSQL Databases with Barman on CentOS 7"、
Sadequl Hussain著（DigitalOceanコミュニティで入手可能）

• BarmanAPI：Barmanの RESTFul API、Mehmet Emin Karakaş（GPL）著

24.5 ライセンスと貢献
Barmanは EnterpriseDB UK Limitedの所有物であり、そのコードは GNU General Public License 3の下で
配布されています。

© Copyright EnterpriseDB UK Limited 2011-2023

Barmanは、欧州委員会の第 7次フレームワークプログラムによって資金提供された研究プロジェクト
4CaaStを通じて部分的に資金提供されています。

Barmanへの貢献は大歓迎で、AUTHORSファイルにリストされます。EnterpriseDB UK Limitedは、コント
リビューションが著作権の譲渡と、開発者の雇用者からの仕事の所有権の請求の免責事項を提供すること
を要求します。これにより、すべての Barmanディストリビューションが無料のコードのままであること
を確認できます。関連する著作権譲渡フォームのコピーについては、barman@enterprisedb.comにお問い合
わせください。
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第25章 参考リンク

[rpo]：https://en.wikipedia.org/wiki/Recovery_point_objective

[rto]：https://en.wikipedia.org/wiki/Recovery_time_objective

[repmgr]：https://www.repmgr.org/

[sqldump]：https://www.postgresql.org/docs/current/static/backup-dump.html

[physicalbackup]：https://www.postgresql.org/docs/current/static/backup-file.html

[pitr]：https://www.postgresql.org/docs/current/static/continuous-archiving.html

[adminbook]：https://www.2ndquadrant.com/en/books/postgresql-10-administration-cookbook/

[wal]： https://www.postgresql.org/docs/current/static/wal.html

[49340627f9821e447f135455d942f7d5e96cae6d]：https://git.postgresql.org/gitweb/?p=postgresql.git;a=commit;
h=49340627f9821e447f1354627d

[requirements_recovery] ：https://www.postgresql.org/docs/current/static/warm-standby.html#
STANDBY-PLANNING

[yumpgdg]：https://yum.postgresql.org/

[aptpgdg]：https://apt.postgresql.org/

[aptpgdgwiki]： https://wiki.postgresql.org/wiki/Apt

[epel]： https://fedoraproject.org/wiki/EPEL

[man5]： https://docs.pgbarman.org/barman.5.html

[setup_user]：https://docs.python.org/3/install/index.html#alternate-installation-the-user-scheme

[pypi]：https://pypi.python.org/pypi/barman/

[pgpass]：https://www.postgresql.org/docs/current/static/libpq-pgpass.html

[pghba]：https://www.postgresql.org/docs/current/static/client-authentication.html

[authpghba]：https://www.postgresql.org/docs/current/static/auth-pg-hba-conf.html

[streamprot]：https://www.postgresql.org/docs/current/static/protocol-replication.html

[roles]：https://www.postgresql.org/docs/current/static/role-attributes.html

[レ プ リ ケ ー シ ョ ン ス ロ ッ ト] ：https://www.postgresql.org/docs/current/static/warm-standby.html#
STREAMING-REPLICATION-SLOTS

[synch]：https://www.postgresql.org/docs/current/static/warm-standby.html#SYNCHRONOUS-REPLICATION

https://en.wikipedia.org/wiki/Recovery_point_objective
https://en.wikipedia.org/wiki/Recovery_time_objective
https://www.repmgr.org/
https://www.postgresql.org/docs/current/static/backup-dump.html
https://www.postgresql.org/docs/current/static/backup-file.html
https://www.postgresql.org/docs/current/static/continuous-archiving.html
https://www.2ndquadrant.com/en/books/postgresql-10-administration-cookbook/
https://www.postgresql.org/docs/current/static/wal.html
https://git.postgresql.org/gitweb/?p=postgresql.git;a=commit;h=49340627f9821e447f1354627d
https://git.postgresql.org/gitweb/?p=postgresql.git;a=commit;h=49340627f9821e447f1354627d
https://www.postgresql.org/docs/current/static/warm-standby.html#STANDBY-PLANNING
https://www.postgresql.org/docs/current/static/warm-standby.html#STANDBY-PLANNING
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